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(57)【要約】

【課題】工具収納ケースから物品を円滑に取り出すこと

。

【解決手段】工具収納ケースは、支持ケースと、支持ケ

ースの内側に配置され支持ケースの前部に設けられた引

出開口を介して支持ケースの外側に移動可能な引出ケー

スと、を備える。引出ケースの前部は、第１透過部を含

む。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 支 持 ケ ー ス と 、

　 前 記 支 持 ケ ー ス の 内 側 に 配 置 さ れ 前 記 支 持 ケ ー ス の 前 部 に 設 け ら れ た 引 出 開 口 を 介 し て

前 記 支 持 ケ ー ス の 外 側 に 移 動 可 能 な 引 出 ケ ー ス と 、 を 備 え 、

　 前 記 引 出 ケ ー ス の 前 部 は 、 第 １ 透 過 部 を 含 む 、

　 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 第 １ 透 過 部 は 、 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 前 板 部 を 含 む 、

　 請 求 項 １ に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 第 １ 透 過 部 は 、 前 記 引 出 ケ ー ス に 形 成 さ れ た 開 口 部 を 含 む 、

　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 支 持 ケ ー ス の 側 部 に 側 部 透 過 部 が 設 け ら れ 、

　 前 記 引 出 ケ ー ス の 側 部 は 、 第 ２ 透 過 部 を 含 む 、

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 支 持 ケ ー ス は 、 第 １ 支 持 ケ ー ス と 、 前 記 第 １ 支 持 ケ ー ス の 上 面 に 配 置 さ れ る 第 ２ 支

持 ケ ー ス と 、 を 含 み 、

　 前 記 第 １ 支 持 ケ ー ス の 上 面 に 第 １ 位 置 決 め 部 が 設 け ら れ 、

　 前 記 第 ２ 支 持 ケ ー ス の 下 面 に 第 ２ 位 置 決 め 部 が 設 け ら れ 、

　 前 記 第 １ 位 置 決 め 部 と 前 記 第 ２ 位 置 決 め 部 と が 結 合 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 第 １ 支 持 ケ

ー ス の 上 面 と 平 行 な 方 向 に お い て 前 記 第 １ 支 持 ケ ー ス と 前 記 第 ２ 支 持 ケ ー ス と が 位 置 決 め

さ れ る 、

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 １ 位 置 決 め 部 は 、 前 記 第 １ 支 持 ケ ー ス の 上 面 に 設 け ら れ た 凹 部 を 含 み 、

　 前 記 第 ２ 位 置 決 め 部 は 、 前 記 第 ２ 支 持 ケ ー ス の 下 面 に 設 け ら れ 前 記 凹 部 に 嵌 ま る 凸 部 を

含 む 、

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 第 １ 支 持 ケ ー ス の 上 部 の 周 縁 部 と 前 記 第 ２ 支 持 ケ ー ス の 下 部 の 周 縁 部 と を 固 定 す る

固 定 部 材 を 備 え る 、

　 請 求 項 ６ に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 支 持 ケ ー ス は 、 第 １ 支 持 ケ ー ス と 、 前 記 第 １ 支 持 ケ ー ス の 上 に 積 ま れ る 第 ２ 支 持 ケ

ー ス と 、 を 含 み 、

　 前 記 第 １ 支 持 ケ ー ス の 上 部 の 周 縁 部 と 前 記 第 ２ 支 持 ケ ー ス の 下 部 の 周 縁 部 と を 固 定 す る

固 定 部 材 を 備 え る 、

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 支 持 ケ ー ス の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 前 記 引 出 ケ ー ス が 前 記 支 持 ケ ー ス の 外 側 に 移 動

す る こ と を 規 制 す る ス ト ッ パ 部 材 を 備 え る 、

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 ス ト ッ パ 部 材 は 、 前 記 引 出 ケ ー ス の 前 面 の 少 な く と も 一 部 に 対 向 す る 第 １ 状 態 か ら

前 記 引 出 ケ ー ス の 前 面 に 対 向 し な い 第 ２ 状 態 に 変 化 す る よ う に 、 前 記 引 出 開 口 の 周 囲 の 前

記 支 持 ケ ー ス の 前 面 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ る 、

　 請 求 項 ９ に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。
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【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 ス ト ッ パ 部 材 は 、 前 記 支 持 ケ ー ス の 内 側 に お い て 前 記 引 出 ケ ー ス の 少 な く と も 一 部

に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 、

　 請 求 項 ９ に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 支 持 ケ ー ス は 、 前 記 引 出 ケ ー ス を 前 記 支 持 ケ ー ス の 内 側 か ら 外 側 に ガ イ ド す る ガ イ

ド 部 を 有 す る 、

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 引 出 ケ ー ス は 、 前 記 支 持 ケ ー ス の 内 側 に 複 数 配 置 さ れ る 、

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 引 出 ケ ー ス は 、 収 納 部 と 、 前 記 収 納 部 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 前 記 収 納 部 に 設 け ら れ

た 収 納 開 口 を 閉 鎖 す る 蓋 部 と 、 を 有 す る 、

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 前 記 引 出 ケ ー ス は 、 前 記 収 納 部 の 収 納 開 口 が 前 記 蓋 部 で 閉 鎖 さ れ て い る 状 態 で 、 前 記 支

持 ケ ー ス の 内 側 に 配 置 さ れ る 、

　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 前 記 引 出 ケ ー ス は 、 ハ ン ド ル を 有 す る 、

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 前 記 引 出 ケ ー ス が 前 記 支 持 ケ ー ス の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 前 記 ハ ン ド ル は 、 前

記 支 持 ケ ー ス の 前 部 に 配 置 さ れ る 、

　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 １ ８ 】

　 前 記 支 持 ケ ー ス に 設 け ら れ た 接 続 部 に 着 脱 さ れ る 付 属 品 を 備 え る 、

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 １ ９ 】

　 前 記 接 続 部 は 、 前 記 支 持 ケ ー ス の 少 な く と も 一 部 に 設 け ら れ た 孔 を 含 み 、

　 前 記 付 属 品 は 、 前 記 孔 に 掛 け ら れ る フ ッ ク を 有 す る 、

　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 ２ ０ 】

　 前 記 付 属 品 は 、 肩 掛 け ベ ル ト を 含 む 、

　 請 求 項 １ ８ 又 は 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 請 求 項 ２ １ 】

　 前 記 付 属 品 は 、 ポ ケ ッ ト を 有 す る 収 容 部 材 を 含 む 、

　 請 求 項 １ ８ か ら 請 求 項 ２ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 工 具 収 納 ケ ー ス 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 開 示 は 、 工 具 収 納 ケ ー ス に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 電 動 工 具 に 係 る 技 術 分 野 に お い て 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う な 工 具 収 納 ケ ー ス

が 知 ら れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ７ － ０ ３ ９ １ ９ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 工 具 収 納 ケ ー ス に は 、 異 な る 種 類 の 複 数 の 電 動 工 具 が 収 納 さ れ る 場 合 が あ る 。 ま た 、 工

具 収 納 ケ ー ス に は 、 電 動 工 具 の み な ら ず 、 様 々 な 物 品 が 収 納 さ れ る 場 合 が あ る 。 例 え ば 、

工 具 収 納 ケ ー ス に は 、 ね じ 、 釘 、 及 び 電 動 工 具 に 装 着 さ れ る 先 端 工 具 が 収 納 さ れ る 場 合 が

あ る 。 工 具 収 納 ケ ー ス に 複 数 の 物 品 が 収 納 さ れ て い る 場 合 、 物 品 を 円 滑 に 取 り 出 す こ と が

で き る 工 具 収 納 ケ ー ス が 要 望 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 開 示 は 、 工 具 収 納 ケ ー ス か ら 物 品 を 円 滑 に 取 り 出 す こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 開 示 に 従 え ば 、 支 持 ケ ー ス と 、 支 持 ケ ー ス の 内 側 に 配 置 さ れ 支 持 ケ ー ス の 前 部 に 設 け

ら れ た 引 出 開 口 を 介 し て 支 持 ケ ー ス の 外 側 に 移 動 可 能 な 引 出 ケ ー ス と 、 を 備 え 、 引 出 ケ ー

ス の 前 部 は 、 第 １ 透 過 部 を 含 む 、 工 具 収 納 ケ ー ス が 提 供 さ れ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 開 示 に よ れ ば 、 工 具 収 納 ケ ー ス か ら 物 品 を 円 滑 に 取 り 出 す こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ス ト ッ パ 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 引 出 ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス の 支 持 ケ ー ス の 上 面 及 び 第 ２ 工

具 収 納 ケ ー ス の 支 持 ケ ー ス の 下 面 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト の 運 搬 方 法 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス の 運 搬 方 法 を 示 す 図 で あ る

。

【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 収 容 部 材 が 装 着 さ れ た 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト を 示 す

斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ガ イ ド 部 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス の 支 持 ケ ー ス と 第 ２ 工 具 収

納 ケ ー ス の 支 持 ケ ー ス と の 境 界 を 拡 大 し た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス の 支 持 ケ ー ス と 第 ２ 工 具 収

納 ケ ー ス の 支 持 ケ ー ス と の 境 界 を 拡 大 し た 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 以 下 、 本 開 示 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る が 、 本 開 示 は こ れ に

限 定 さ れ な い 。 以 下 で 説 明 す る 実 施 形 態 の 構 成 要 素 は 、 適 宜 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。

ま た 、 一 部 の 構 成 要 素 を 用 い な い 場 合 も あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 実 施 形 態 に お い て は 、 「 前 」 、 「 後 」 、 「 左 」 、 「 右 」 、 「 上 」 、 及 び 「 下 」 の 用 語 を

用 い て 各 部 の 位 置 関 係 に つ い て 説 明 す る 。 こ れ ら の 用 語 は 、 工 具 収 納 ケ ー ス の 中 心 を 基 準

と し た 相 対 位 置 又 は 方 向 を 示 す 。
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【 ０ ０ １ １ 】

［ 第 １ 実 施 形 態 ］

　 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

＜ 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト ＞

　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に

、 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ は 、 複 数 の 工 具 収 納 ケ ー ス ２ を 備 え る 。 工 具 収 納 ケ ー ス ２ は 、 第 １

工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ と 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 上 に 積 ま れ る 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ

と 、 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ の 上 に 積 ま れ る 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ と 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ

ー ス ２ Ｃ の 上 に 積 ま れ る 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ と を 含 む 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 工 具 収 納 ケ ー ス ２ は 、 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 を 収 納 す る 。 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物

品 は 、 少 な く と も 電 動 工 具 を 含 む 。 工 具 収 納 ケ ー ス ２ に 収 納 さ れ る 電 動 工 具 と し て 、 イ ン

パ ク ト ド ラ イ バ 、 ド ラ イ バ ー ド リ ル 、 丸 鋸 、 ジ グ ソ ー 、 チ ェ ー ン ソ ー 、 刈 払 機 、 釘 打 ち 機

、 ハ ン マ 、 ヘ ッ ジ ト リ マ 、 グ ラ イ ン ダ ー 、 及 び そ の 他 の 電 動 工 具 が 例 示 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 電 動 工 具 に 装 着 さ れ る 先 端 工 具 を 含 む 。 電 動 工 具

に 装 着 さ れ る 先 端 工 具 と し て 、 ド ラ イ バ ビ ッ ト 、 刃 、 砥 石 、 及 び そ の 他 の 先 端 工 具 が 例 示

さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 電 動 工 具 の 電 源 部 材 を 含 む 。 電 動 工 具 の 電 源 部 材

と し て 、 電 動 工 具 に 装 着 さ れ る 直 流 電 源 で あ る バ ッ テ リ パ ッ ク 、 商 用 電 源 の コ ン セ ン ト に

接 続 さ れ る 延 長 コ ー ド 、 及 び そ の 他 の 電 源 部 材 が 例 示 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 作 業 現 場 の 作 業 対 象 に 取 り 付 け ら れ る 部 品 を 含 む

。 作 業 対 象 に 取 り 付 け ら れ る 部 品 と し て 、 ね じ 、 釘 、 及 び そ の 他 の 部 品 が 例 示 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 作 業 対 象 を 測 定 す る 測 定 道 具 を 含 む 。 測 定 道 具 と

し て 、 定 規 、 巻 尺 、 そ の 他 の 測 定 道 具 が 例 示 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

＜ 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ＞

　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２

に 示 す よ う に 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ と 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に

配 置 さ れ る 引 出 ケ ー ス ４ Ａ と を 備 え る 。 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ に

収 納 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 支 持 ケ ー ス ３ Ａ は 、 引 出 開 口 ５ と 、 透 過 部 ６ （ 側 部 透 過 部 ） と を 有 す る 。 引 出 開 口 ５ は

、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 前 部 に 設 け ら れ る 。 透 過 部 ６ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 側 部 に 設 け ら れ る

。 透 過 部 ６ と は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 部 か ら 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 部 が 透 け て 見 え る 部 分 を

い う 。 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 側 部 は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 左 部 及 び 右 部 の 一 方 又 は 両 方 を 含 む 。

本 実 施 形 態 に お い て 、 透 過 部 ６ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 左 部 に 設 け ら れ る 左 透 過 部 ６ １ と 、

支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 右 部 に 設 け ら れ る 右 透 過 部 ６ ２ と を 含 む 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 支 持 ケ ー ス ３ Ａ は 、 合 成 樹 脂 製 で あ る 。 支 持 ケ ー ス ３ Ａ は 、 前 枠 部 ３ １ と 、 後 板 部 ３ ２

と 、 左 板 部 ３ ３ と 、 右 板 部 ３ ４ と 、 上 板 部 ３ ５ と 、 下 板 部 ３ ６ と を 有 す る 。 前 枠 部 ３ １ 、

後 板 部 ３ ２ 、 左 板 部 ３ ３ 、 右 板 部 ３ ４ 、 上 板 部 ３ ５ 、 及 び 下 板 部 ３ ６ に よ り 、 支 持 ケ ー ス

３ Ａ の 内 側 空 間 が 形 成 さ れ る 。 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 空 間 は 、 実 質 的 に 直 方 体 状 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 枠 部 ３ １ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 前 部 に 配 置 さ れ る 。 前 枠 部 ３ １ は 、 左 右 方 向 に 長 い 矩

形 環 状 で あ る 。 前 枠 部 ３ １ は 、 引 出 開 口 ５ を 囲 む よ う に 設 け ら れ る 。 引 出 開 口 ５ は 、 左 右
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方 向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 後 板 部 ３ ２ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 後 部 に 配 置 さ れ る 。 後 板 部 の 外 形 は 、 左 右 方 向 に 長 い

長 方 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 左 板 部 ３ ３ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 左 部 に 配 置 さ れ る 。 左 板 部 ３ ３ の 外 形 は 、 上 下 方 向 に

長 い 長 方 形 状 で あ る 。 左 板 部 ３ ３ は 、 左 枠 部 ３ ３ １ と 、 透 明 板 部 ３ ３ ２ と を 含 む 。 左 枠 部

３ ３ １ は 、 上 下 方 向 に 長 い 矩 形 環 状 で あ る 。 左 枠 部 ３ ３ １ は 、 透 明 板 部 ３ ３ ２ を 囲 む よ う

に 設 け ら れ る 。 透 明 板 部 ３ ３ ２ は 、 上 下 方 向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。 透 明 板 部 ３ ３ ２ は 、

支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 空 間 に 面 す る 右 面 と 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 空 間 に 面 す る 左 面 と を

有 す る 。 透 明 板 部 ３ ３ ２ の 右 面 は 、 右 方 を 向 く 。 透 明 板 部 ３ ３ ２ の 左 面 は 、 左 方 を 向 く 。

透 明 板 部 ３ ３ ２ の 右 面 及 び 透 明 板 部 ３ ３ ２ の 左 面 の そ れ ぞ れ は 、 平 坦 面 で あ る 。 透 明 板 部

３ ３ ２ の 右 面 と 透 明 板 部 ３ ３ ２ の 左 面 と は 、 平 行 で あ る 。 透 明 板 部 ３ ３ ２ は 、 透 明 材 料 又

は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。 透 明 板 部 ３ ３ ２ は 、 左 透 過 部 ６ １ と し て 機 能 す る 。 透 明

板 部 ３ ３ ２ は 、 例 え ば 透 明 又 は 半 透 明 な ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 （ polypropylene　 resin） に

よ り 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 右 板 部 ３ ４ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 右 部 に 配 置 さ れ る 。 右 板 部 ３ ４ の 外 形 は 、 上 下 方 向 に

長 い 長 方 形 状 で あ る 。 右 板 部 ３ ４ は 、 右 枠 部 ３ ４ １ と 、 透 明 板 部 ３ ４ ２ と を 含 む 。 右 枠 部

３ ４ １ は 、 上 下 方 向 に 長 い 矩 形 環 状 で あ る 。 右 枠 部 ３ ４ １ は 、 透 明 板 部 ３ ４ ２ を 囲 む よ う

に 設 け ら れ る 。 透 明 板 部 ３ ４ ２ は 、 上 下 方 向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。 透 明 板 部 ３ ４ ２ は 、

支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 空 間 に 面 す る 左 面 と 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 空 間 に 面 す る 右 面 と を

有 す る 。 透 明 板 部 ３ ４ ２ の 左 面 は 、 左 方 を 向 く 。 透 明 板 部 ３ ４ ２ の 右 面 は 、 右 方 を 向 く 。

透 明 板 部 ３ ４ ２ の 左 面 及 び 透 明 板 部 ３ ４ ２ の 右 面 の そ れ ぞ れ は 、 平 坦 面 で あ る 。 透 明 板 部

３ ４ ２ の 左 面 と 透 明 板 部 ３ ４ ２ の 右 面 と は 、 平 行 で あ る 。 透 明 板 部 ３ ４ ２ は 、 透 明 材 料 又

は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。 透 明 板 部 ３ ４ ２ は 、 右 透 過 部 ６ ２ と し て 機 能 す る 。 透 明

板 部 ３ ４ ２ は 、 例 え ば 透 明 又 は 半 透 明 な ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 （ polypropylene　 resin） に

よ り 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 上 板 部 ３ ５ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 上 部 に 配 置 さ れ る 。 上 板 部 ３ ５ の 外 形 は 、 左 右 方 向 に

長 い 長 方 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 下 板 部 ３ ６ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 下 部 に 配 置 さ れ る 。 下 板 部 ３ ６ の 外 形 は 、 左 右 方 向 に

長 い 長 方 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 前 枠 部 ３ １ は 、 左 板 部 ３ ３ の 前 端 部 、 右 板 部 ３ ４ の 前 端 部 、 上 板 部 ３ ５ の 前 端 部 、 及 び

下 板 部 ３ ６ の 前 端 部 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。 後 板 部 ３ ２ は 、 左 板 部 ３ ３ の 後 端 部 、 右 板

部 ３ ４ の 後 端 部 、 上 板 部 ３ ５ の 後 端 部 、 及 び 下 板 部 ３ ６ の 後 端 部 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る

。 前 枠 部 ３ １ と 後 板 部 ３ ２ と 左 枠 部 ３ ３ １ と 右 枠 部 ３ ４ １ と 上 板 部 ３ ５ と 下 板 部 ３ ６ と は

、 一 体 で あ る 。 前 枠 部 ３ １ 、 後 板 部 ３ ２ 、 左 枠 部 ３ ３ １ 、 右 枠 部 ３ ４ １ 、 上 板 部 ３ ５ 、 及

び 下 板 部 ３ ６ の そ れ ぞ れ は 、 例 え ば Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 （ acrylonitrile‐ butadiene‐ styrene　 r

esin） に よ り 形 成 さ れ る 。 前 枠 部 ３ １ 、 後 板 部 ３ ２ 、 左 枠 部 ３ ３ １ 、 右 枠 部 ３ ４ １ 、 上 板

部 ３ ５ 、 及 び 下 板 部 ３ ６ の そ れ ぞ れ は 、 例 え ば 緑 色 に 着 色 さ れ る 。 な お 、 前 枠 部 ３ １ 、 後

板 部 ３ ２ 、 左 枠 部 ３ ３ １ 、 右 枠 部 ３ ４ １ 、 上 板 部 ３ ５ 、 及 び 下 板 部 ３ ６ の そ れ ぞ れ は 、 赤

色 、 青 色 、 及 び そ の 他 の 任 意 の 色 に 着 色 さ れ て も よ い 。 前 枠 部 ３ １ 、 後 板 部 ３ ２ 、 左 枠 部

３ ３ １ 、 右 枠 部 ３ ４ １ 、 上 板 部 ３ ５ 、 及 び 下 板 部 ３ ６ の そ れ ぞ れ は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明

材 料 に よ り 形 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 支 持 ケ ー ス ３ Ａ は 、 付 属 品 が 装 着 さ れ る 接 続 部 ７ を 有 す る 。 接 続 部 ７ は 、 支 持 ケ ー ス ３

Ａ の 少 な く と も 一 部 に 設 け ら れ た 孔 ７ ０ を 含 む 。 孔 ７ ０ は 、 左 枠 部 ３ ３ １ 及 び 右 枠 部 ３ ４
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１ の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ る 。 孔 ７ ０ は 、 左 枠 部 ３ ３ １ の 前 部 に 設 け ら れ る 孔 ７ １ と 、 左 枠

部 ３ ３ １ の 後 部 に 設 け ら れ る 孔 ７ ２ と 、 右 枠 部 ３ ４ １ の 前 部 に 設 け ら れ る 孔 ７ ３ と 、 右 枠

部 ３ ４ １ の 後 部 に 設 け ら れ る 孔 ７ ４ と を 含 む 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ は 、 支 持 ケ ー

ス ３ Ａ の 前 部 に 設 け ら れ た 引 出 開 口 ５ を 介 し て 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 か ら 支 持 ケ ー ス ３ Ａ

の 外 側 に 移 動 可 能 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 前 部 に 設 け ら れ た 引 出 開

口 ５ を 介 し て 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 か ら 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 移 動 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ は 、 収 納 開 口 ８ Ａ と 、 透 過 部 ９ と を 有 す る 。 収 納 開 口 ８ Ａ は 、 引 出 ケ ー

ス ４ Ａ の 上 部 に 設 け ら れ る 。 透 過 部 ９ と は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 外 部 か ら 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の

内 部 が 透 け て 見 え る 部 分 を い う 。 透 過 部 ９ は 、 少 な く と も 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 部 に 設 け ら

れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 透 過 部 ９ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 側 部 に も 設 け ら れ る 。 引 出 ケ

ー ス ４ Ａ の 側 部 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 左 部 及 び 右 部 の 一 方 又 は 両 方 を 含 む 。 本 実 施 形 態 に

お い て 、 透 過 部 ９ は 、 引 出 ケ ー ス の 左 部 及 び 右 部 の 両 方 に 設 け ら れ る 。 本 実 施 形 態 に お い

て 、 透 過 部 ９ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 部 に 設 け ら れ る 前 透 過 部 ９ １ （ 第 １ 透 過 部 ） と 、 引

出 ケ ー ス ４ Ａ の 後 部 に 設 け ら れ る 後 透 過 部 ９ ２ と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 左 部 に 設 け ら れ る 左

透 過 部 ９ ３ （ 第 ２ 透 過 部 ） と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 右 部 に 設 け ら れ る 右 透 過 部 ９ ４ （ 第 ２ 透

過 部 ） と を 含 む 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ は 、 合 成 樹 脂 製 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ は 、 前 板 部 ４ １ と 、 後 板 部 ４ ２

と 、 左 板 部 ４ ３ と 、 右 板 部 ４ ４ と 、 下 板 部 ４ ６ と を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 前 板 部 ４ １ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 部 に 配 置 さ れ る 。 前 板 部 ４ １ の 外 形 は 、 左 右 方 向 に

長 い 長 方 形 状 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、

前 板 部 ４ １ は 、 前 枠 部 ３ １ の 内 側 に 配 置 さ れ る 。 す な わ ち 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス

３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 前 板 部 ４ １ は 、 引 出 開 口 ５ に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 部 は 、 前 透 過 部 ９ １ （ 第 １ 透 過 部 ） を 含 む 。 前 透 過 部 ９ １ は 、 引 出

ケ ー ス ４ Ａ の 前 板 部 ４ １ に 設 け ら れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 前 透 過 部 ９ １ は 、 引 出 ケ ー

ス ４ Ａ の 前 板 部 ４ １ に 形 成 さ れ た 開 口 部 １ １ を 含 む 。 開 口 部 １ １ は 、 前 板 部 ４ １ の 前 面 と

後 面 と を 貫 通 す る 貫 通 孔 を 含 む 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 前 板 部 ４ １ は 、 左 領 域 ４ １ Ｌ と 、

右 領 域 ４ １ Ｒ と 、 左 領 域 ４ １ Ｌ と 右 領 域 ４ １ Ｒ と の 間 の 中 央 領 域 ４ １ Ｃ と を 有 す る 。 開 口

部 １ １ は 、 左 領 域 ４ １ Ｌ 及 び 右 領 域 ４ １ Ｒ の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ る 。 開 口 部 １ １ は 、 左 領

域 ４ １ Ｌ に 複 数 設 け ら れ る 。 開 口 部 １ １ は 、 右 領 域 ４ １ Ｒ に 複 数 設 け ら れ る 。 開 口 部 １ １

の 少 な く と も 一 部 は 、 左 右 方 向 及 び 上 下 方 向 の そ れ ぞ れ に 対 し て 傾 斜 す る 方 向 に 長 い 平 行

四 辺 形 状 で あ る 。 開 口 部 １ １ の 少 な く と も 一 部 は 、 三 角 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 前 透 過 部 ９ １ は 、 支

持 ケ ー ス ３ Ａ の 前 部 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 後 板 部 ４ ２ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 後 部 に 配 置 さ れ る 。 後 板 部 ４ ２ の 外 形 は 、 左 右 方 向 に

長 い 長 方 形 状 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、

後 板 部 ４ ２ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 後 板 部 ３ ２ に 対 向 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 後 部 は 、 後 透 過 部 ９ ２ を 含 む 。 後 透 過 部 ９ ２ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 後

板 部 ４ ２ に 設 け ら れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 後 透 過 部 ９ ２ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 後 板 部

４ ２ に 形 成 さ れ た 開 口 部 １ ２ を 含 む 。 開 口 部 １ ２ は 、 後 板 部 ４ ２ の 後 面 と 前 面 と を 貫 通 す

る 貫 通 孔 を 含 む 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 後 板 部 ４ ２ は 、 左 領 域 ４ ２ Ｌ と 、 右 領 域 ４ ２ Ｒ と

、 左 領 域 ４ ２ Ｌ と 右 領 域 ４ ２ Ｒ と の 間 の 中 央 領 域 ４ ２ Ｃ と を 有 す る 。 開 口 部 １ ２ は 、 左 領
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域 ４ ２ Ｌ 及 び 右 領 域 ４ ２ Ｒ の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ る 。 開 口 部 １ ２ は 、 左 領 域 ４ ２ Ｌ に 複 数

設 け ら れ る 。 開 口 部 １ ２ は 、 右 領 域 ４ ２ Ｒ に 複 数 設 け ら れ る 。 開 口 部 １ ２ の 少 な く と も 一

部 は 、 左 右 方 向 及 び 上 下 方 向 の そ れ ぞ れ に 対 し て 傾 斜 す る 方 向 に 長 い 平 行 四 辺 形 状 で あ る

。 開 口 部 １ ２ の 少 な く と も 一 部 は 、 三 角 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 左 板 部 ４ ３ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 左 部 に 配 置 さ れ る 。 左 板 部 ４ ３ の 外 形 は 、 上 下 方 向 に

長 い 長 方 形 状 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、

左 板 部 ４ ３ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 左 板 部 ３ ３ に 対 向 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 左 部 は 、 左 透 過 部 ９ ３ （ 第 ２ 透 過 部 ） を 含 む 。 左 透 過 部 ９ ３ は 、 引 出

ケ ー ス ４ Ａ の 左 板 部 ４ ３ に 設 け ら れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 左 透 過 部 ９ ３ は 、 引 出 ケ ー

ス ４ Ａ の 左 板 部 ４ ３ に 形 成 さ れ た 開 口 部 １ ３ を 含 む 。 開 口 部 １ ３ は 、 左 板 部 ４ ３ の 右 面 と

左 面 と を 貫 通 す る 貫 通 孔 を 含 む 。 開 口 部 １ ３ は 、 左 板 部 ４ ３ に 複 数 設 け ら れ る 。 開 口 部 １

３ の 少 な く と も 一 部 は 、 前 後 方 向 及 び 上 下 方 向 の そ れ ぞ れ に 対 し て 傾 斜 す る 方 向 に 長 い 平

行 四 辺 形 状 で あ る 。 開 口 部 １ ３ の 少 な く と も 一 部 は 、 三 角 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 右 板 部 ４ ４ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 右 部 に 配 置 さ れ る 。 右 板 部 ４ ４ の 外 形 は 、 上 下 方 向 に

長 い 長 方 形 状 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、

右 板 部 ４ ４ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 右 板 部 ３ ４ に 対 向 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 右 部 は 、 右 透 過 部 ９ ４ （ 第 ２ 透 過 部 ） を 含 む 。 右 透 過 部 ９ ４ は 、 引 出

ケ ー ス ４ Ａ の 右 板 部 ４ ４ に 設 け ら れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 右 透 過 部 ９ ４ は 、 引 出 ケ ー

ス ４ Ａ の 右 板 部 ４ ４ に 形 成 さ れ た 開 口 部 １ ４ を 含 む 。 開 口 部 １ ４ は 、 右 板 部 ４ ４ の 左 面 と

右 面 と を 貫 通 す る 貫 通 孔 を 含 む 。 開 口 部 １ ４ は 、 右 板 部 ４ ４ に 複 数 設 け ら れ る 。 開 口 部 １

４ の 少 な く と も 一 部 は 、 前 後 方 向 及 び 上 下 方 向 の そ れ ぞ れ に 対 し て 傾 斜 す る 方 向 に 長 い 平

行 四 辺 形 状 で あ る 。 開 口 部 １ ４ の 少 な く と も 一 部 は 、 三 角 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 下 板 部 ４ ６ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 下 部 に 配 置 さ れ る 。 下 板 部 ４ ６ の 外 形 は 、 左 右 方 向 に

長 い 長 方 形 状 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、

下 板 部 ４ ６ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 下 板 部 ３ ６ に 対 向 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 前 板 部 ４ １ は 、 左 板 部 ４ ３ の 前 端 部 、 右 板 部 ４ ４ の 前 端 部 、 及 び 下 板 部 ４ ６ の 前 端 部 の

そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。 後 板 部 ４ ２ は 、 左 板 部 ４ ３ の 後 端 部 、 右 板 部 ４ ４ の 後 端 部 、 及 び

下 板 部 ４ ６ の 後 端 部 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。 前 板 部 ４ １ と 後 板 部 ４ ２ と 左 板 部 ４ ３ と 右

板 部 ４ ４ と 下 板 部 ４ ６ と は 、 一 体 で あ る 。 前 板 部 ４ １ 、 後 板 部 ４ ２ 、 左 板 部 ４ ３ 、 右 板 部

４ ４ 、 及 び 下 板 部 ４ ６ の そ れ ぞ れ は 、 例 え ば プ ロ ピ レ ン 樹 脂 （ polypropylene　 resin） 又

は Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 （ acrylonitrile‐ butadiene‐ styrene　 resin） に よ り 形 成 さ れ る 。 引 出 ケ

ー ス ４ Ａ は 、 任 意 の 色 に 着 色 さ れ て も よ い 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料

に よ り 形 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 収 納 開 口 ８ Ａ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 上 部 に 設 け ら れ る 。 収 納 開 口 ８ Ａ は 、 前 板 部 ４ １ の

上 端 部 と 後 板 部 ４ ２ の 上 端 部 と 左 板 部 ４ ３ の 上 端 部 と 右 板 部 ４ ４ の 上 端 部 と に よ り 規 定 さ

れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 収 納 開 口 ８ Ａ は

、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 上 板 部 ３ ５ に 対 向 す る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配

置 さ れ て い る 状 態 で 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 上 端 部 は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 上 板 部 ３ ５ に 接 触 し

て も よ い し 、 離 れ て も よ い 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状

態 で 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 内 側 に 収 納 さ れ て い る 物 品 が 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 外 側 に 出 な い よ う

に 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 上 端 部 と 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 上 板 部 ３ ５ と の 距 離 が 定 め さ れ る 。 引 出

ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 上 板 部 ３

５ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 収 納 開 口 ８ Ａ を 覆 う 蓋 と し て 機 能 す る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 収 納 開 口 ８ Ａ は 、 支

持 ケ ー ス ３ Ａ に 隠 れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で

、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 収 納 開 口 ８ Ａ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 内 側 を 見

る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 物 品 は 、 収 納 開 口 ８

Ａ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 内 側 に 収 納 さ れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 内 側 に 収 納 さ れ て い る

物 品 は 、 収 納 開 口 ８ Ａ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ａ か ら 取 り 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 前 板 部 ４ １ に ハ ン ド ル 開 口 １ ５ （ ハ ン ド ル ） が 設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ５ は 、 前 板

部 ４ １ の 中 央 領 域 ４ １ Ｃ の 上 部 に １ つ 設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ５ は 、 前 板 部 ４ １ の 前

面 と 後 面 と を 貫 通 す る 貫 通 孔 を 含 む 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ５ は 、 左 右 方 向 に 長 い 長 方 形 状 で あ

る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 ハ ン ド ル 開 口 １ ５ は

、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 前 部 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 後 板 部 ４ ２ に ハ ン ド ル 開 口 １ ６ が 設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ６ は 、 後 板 部 ４ ２ の 中 央

領 域 ４ ２ Ｃ の 上 部 に １ つ 設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ６ は 、 後 板 部 ４ ２ の 後 面 と 前 面 と を

貫 通 す る 貫 通 孔 を 含 む 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ６ は 、 左 右 方 向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 左 板 部 ４ ３ に ハ ン ド ル 開 口 １ ７ が 設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ７ は 、 左 板 部 ４ ３ の 上 部

に １ つ 設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ７ は 、 左 板 部 ４ ３ の 右 面 と 左 面 と を 貫 通 す る 貫 通 孔 を

含 む 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ７ は 、 前 後 方 向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 右 板 部 ４ ４ に ハ ン ド ル 開 口 １ ８ が 設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ８ は 、 右 板 部 ４ ４ の 上 部

に １ つ 設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ８ は 、 右 板 部 ４ ４ の 左 面 と 右 面 と を 貫 通 す る 貫 通 孔 を

含 む 。 ハ ン ド ル 開 口 １ ８ は 、 前 後 方 向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 収 納 開 口 ８ Ａ の 大 き さ は 、 開 口 部 （ １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ ） の 大 き さ 及 び ハ ン ド ル 開

口 （ １ ５ ， １ ６ ， １ ７ ， １ ８ ） の 大 き さ よ り も 大 き い 。 物 品 は 、 収 納 開 口 ８ Ａ を 通 過 す る

こ と が で き る 。 物 品 は 、 開 口 部 （ １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ ） 及 び ハ ン ド ル 開 口 （ １ ５ ， １

６ ， １ ７ ， １ ８ ） を 通 過 す る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ は 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ を 備 え る 。 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ は 、 支 持 ケ

ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 に 移 動 す る こ と

を 規 制 す る 。 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 前 枠 部 ３ １ に 設 け ら れ る 。 ス ト ッ パ

部 材 １ ０ は 、 前 枠 部 ３ １ の 左 部 に 設 け ら れ る 左 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ Ｌ と 、 前 枠 部 ３ １ の 右 部

に 設 け ら れ る 右 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ Ｒ と を 含 む 。 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ は 、 上 下 方 向 に お い て 前

枠 部 の 中 央 部 に 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る ス ト ッ パ 部 材 １ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ は

、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 面 の 少 な く と も 一 部 に 対 向 す る 第 １ 状 態 か ら 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 面

に 対 向 し な い 第 ２ 状 態 に 変 化 す る よ う に 、 引 出 開 口 ５ の 周 囲 の 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 前 面 に 回

動 可 能 に 支 持 さ れ る 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 前 枠 部 ３ １ の 前 面 に 回 動 可

能 に 支 持 さ れ る 。 第 １ 状 態 に お い て 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 板 部 ４ １

の 前 面 の 少 な く と も 一 部 に 対 向 す る 。 第 ２ 状 態 に お い て 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ は 、 引 出 ケ ー

ス ４ Ａ の 前 板 部 ４ １ の 前 面 に 対 向 し な い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

10

20

30

40

50



(10) JP  2022-89613  A   2022.6.16

　 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ が 第 １ 状 態 に な る よ う に 回 動 さ れ る こ と に よ り 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ と

引 出 ケ ー ス ４ Ａ と が 接 触 す る 。 こ れ に よ り 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 引 出

ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 に 移 動 す る こ と が 規 制 さ れ る 。 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ が 第

２ 状 態 に な る よ う に 回 動 さ れ る こ と に よ り 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ と 引 出 ケ ー ス ４ Ａ と が 離 れ

る 。 こ れ に よ り 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 引 出 ケ ー ス ４ Ａ は 、 支 持 ケ ー ス

３ Ａ の 外 側 に 移 動 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ に ハ ン ド ル １ ９ が 連 結 さ れ る 。 ハ ン ド ル １ ９ は 、

引 出 ケ ー ス ４ Ａ に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。 ハ ン ド ル １ ９ の 回 動 軸 は 、 前 後 方 向 に 延 伸 す る

。 ハ ン ド ル １ ９ は 、 左 ハ ン ド ル １ ９ Ｌ と 、 右 ハ ン ド ル １ ９ Ｒ と を 含 む 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ハ ン ド ル １ ９ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 上 端 部 に 接 触 す る 状 態 と 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 上 端 部 か

ら 離 れ る 状 態 と に 変 化 す る よ う に 回 動 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 か ら 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 移 動 さ れ る 場 合 、

ハ ン ド ル １ ９ が 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 上 端 部 に 接 触 す る よ う に 回 動 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 引 出

ケ ー ス ４ Ａ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 円 滑 に 移 動 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 ハ ン ド ル １ ９ を 手 で 握 っ た 状 態 で 、 引 出 ケ ー ス ４

Ａ を 運 搬 す る こ と が で き る 。 左 ハ ン ド ル １ ９ Ｌ 及 び 右 ハ ン ド ル １ ９ Ｒ の そ れ ぞ れ が 引 出 ケ

ー ス ４ Ａ の 上 端 部 か ら 離 れ る よ う に 回 動 さ れ 、 左 ハ ン ド ル １ ９ Ｌ と 右 ハ ン ド ル １ ９ Ｒ と が

接 近 又 は 接 触 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 左 ハ ン ド ル １ ９ Ｌ

と 右 ハ ン ド ル １ ９ Ｒ と を 片 手 で 握 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ま た 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 ハ ン ド ル 開 口 （ １ ５ ， １ ６ ， １ ７ ， １ ８ ）

に 手 を 挿 入 し て 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ を 運 搬 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 作 業 現

場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ に 収 納 さ れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ に 物 品 を 収 納 す る

場 合 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 収 納 開 口 ８ Ａ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 内 側

に 物 品 を 入 れ る 。 物 品 が 引 出 ケ ー ス ４ Ａ に 収 納 さ れ た 後 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用

者 は 、 引 出 開 口 ５ を 介 し て 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 か ら 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 引 出 ケ ー ス

４ Ａ を 移 動 さ せ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ａ を 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 移 動 さ せ る 場 合 、 第 １ 工 具

収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ を 第 ２ 状 態 に す る 。 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ が 第

２ 状 態 に な る こ と に よ り 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 引 出 開 口 ５ を 介 し て 支 持

ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 引 出 ケ ー ス ４ Ａ を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 配 置 さ れ た 後 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使

用 者 は 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ を 第 １ 状 態 に す る 。 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ が 第 １ 状 態 に な る こ と に

よ り 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 第 １ 工 具 収 納 ケ ー

ス ２ Ａ が 運 搬 さ れ る と き 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 か ら 飛 び 出 し て し ま う

こ と が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 部 は 、 開 口 部 １ １ （ 前 透 過 部 ９ １ ） を 含 む 。

し た が っ て 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内

側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 開 口 部 １ １ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 内 側 を 見 る こ と が で き

る 。 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ を 支 持 ケ ー ス ３ Ａ か ら 引 き 出 す

前 に 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 内 側 に 収 納 さ れ て い る 物 品 を 確 認 す る こ と が で き る 。 第 １ 工 具 収

納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ を 引 き 出 す た め に 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 前

方 に 位 置 付 け ら れ た 状 態 で 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 内 側 に 収 納 さ れ て い る 物 品 を 確 認 す る こ と

10

20

30

40

50



(11) JP  2022-89613  A   2022.6.16

が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 左 部 は 、 開 口 部 １ ３ （ 左 透 過 部 ９ ３ ） を 含 む 。

引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 右 部 は 、 開 口 部 １ ４ （ 右 透 過 部 ９ ４ ） を 含 む 。 ま た 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の

左 部 は 、 透 明 板 部 ３ ３ ２ （ 左 透 過 部 ６ １ ） を 含 む 。 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 右 部 は 、 透 明 板 部 ３

４ ２ （ 右 透 過 部 ６ ２ ） を 含 む 。 し た が っ て 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ

ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 透 明 板 部 ３ ３ ２ 及 び 開 口 部 １

３ を 介 し て 引 出 ケ ー ス の 内 側 を 見 る こ と が で き る 。 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、

引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 透 明 板 部 ３ ４ ２ 及 び 開

口 部 １ ４ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 内 側 を 見 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 引 出 開 口 ５ を 介 し て 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側 か ら 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 に 引 出 ケ ー ス ４ Ａ

を 移 動 さ せ る 場 合 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ を 第 ２ 状 態 に

す る 。 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ が 第 ２ 状 態 に な る こ と に よ り 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者

は 、 引 出 開 口 ５ を 介 し て 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 に 引 出 ケ ー ス ４ Ａ を 移 動 さ せ る こ と が で き

る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 部 に ハ ン ド ル 開 口 １ ５ が 設 け ら れ る 。 第 １

工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使 用 者 は 、 ハ ン ド ル 開 口 １ ５ に 手 を 挿 入 し て 、 引 出 開 口 ５ を 介 し て

支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 に 引 出 ケ ー ス ４ Ａ を 引 き 出 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 外 側 に 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 移 動 さ れ た 後 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 使

用 者 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ に 収 納 さ れ て い る 物 品 を 、 収 納 開 口 ８ Ａ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ａ

か ら 取 り 出 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

＜ 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ＞

　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ４

に 示 す よ う に 、 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ と 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に

配 置 さ れ る 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ と を 備 え る 。 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ に

収 納 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ の 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ は 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 支 持 ケ ー ス ３

Ａ と 同 様 で あ る 。 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ に つ い て の 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ は 、 支 持 ケ ー

ス ３ Ｂ の 前 部 に 設 け ら れ た 引 出 開 口 ５ を 介 し て 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 か ら 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ

の 外 側 に 移 動 可 能 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 前 部 に 設 け ら れ た 引 出 開

口 ５ を 介 し て 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 外 側 か ら 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 移 動 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ は 、 収 納 開 口 ８ Ｂ と 、 透 過 部 ９ と を 有 す る 。 収 納 開 口 ８ Ｂ は 、 引 出 ケ ー

ス ４ Ｂ の 上 部 に 設 け ら れ る 。 透 過 部 ９ は 、 少 な く と も 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 部 に 設 け ら れ る

。 本 実 施 形 態 に お い て 、 透 過 部 ９ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 前 部 に 設 け ら れ る 前 透 過 部 ９ １ （

第 １ 透 過 部 ） と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 後 部 に 設 け ら れ る 後 透 過 部 ９ ２ と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の

左 部 に 設 け ら れ る 左 透 過 部 ９ ３ （ 第 ２ 透 過 部 ） と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 右 部 に 設 け ら れ る 右

透 過 部 ９ ４ （ 第 ２ 透 過 部 ） と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 下 部 に 設 け ら れ る 下 透 過 部 ９ ６ と を 含 む

。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ は 、 合 成 樹 脂 製 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ は 、 前 板 部 ４ ０ １ と 、 後 板 部 ４

０ ２ と 、 左 板 部 ４ ０ ３ と 、 右 板 部 ４ ０ ４ と 、 下 板 部 ４ ０ ６ と を 有 す る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 前 板 部 ４ ０ １ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 前 部 に 配 置 さ れ る 。 前 板 部 ４ ０ １ の 外 形 は 、 左 右 方

向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態
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で 、 前 板 部 ４ ０ １ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 前 枠 部 ３ １ の 内 側 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 前 部 は 、 前 透 過 部 ９ １ （ 第 １ 透 過 部 ） を 含 む 。 前 透 過 部 ９ １ は 、 透 明

材 料 又 は 半 透 明 材 料 に 形 成 さ れ た 前 板 部 ４ ０ １ を 含 む 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 前 板 部 ４ ０

１ の 全 部 が 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。 な お 、 前 板 部 ４ ０ １ の 一 部 が 透 明

材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 前 透 過 部 ９ １ は 、 支

持 ケ ー ス ３ Ｂ の 前 部 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 後 板 部 ４ ０ ２ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 後 部 に 配 置 さ れ る 。 後 板 部 ４ ０ ２ の 外 形 は 、 左 右 方

向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態

で 、 後 板 部 ４ ０ ２ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 後 板 部 ３ ２ に 対 向 す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 後 部 は 、 後 透 過 部 ９ ２ を 含 む 。 後 透 過 部 ９ ２ は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明

材 料 に 形 成 さ れ た 後 板 部 ４ ０ ２ を 含 む 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 後 板 部 ４ ０ ２ の 全 部 が 透 明

材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。 な お 、 後 板 部 ４ ０ ２ の 一 部 が 透 明 材 料 又 は 半 透 明

材 料 に よ り 形 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 左 板 部 ４ ０ ３ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 左 部 に 配 置 さ れ る 。 左 板 部 ４ ０ ３ の 外 形 は 、 上 下 方

向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態

で 、 左 板 部 ４ ０ ３ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 左 板 部 ３ ３ に 対 向 す る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 左 部 は 、 左 透 過 部 ９ ３ （ 第 ２ 透 過 部 ） を 含 む 。 左 透 過 部 ９ ３ は 、 透 明

材 料 又 は 半 透 明 材 料 に 形 成 さ れ た 左 板 部 ４ ０ ３ を 含 む 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 左 板 部 ４ ０

３ の 全 部 が 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。 な お 、 左 板 部 ４ ０ ３ の 一 部 が 透 明

材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 右 板 部 ４ ０ ４ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 右 部 に 配 置 さ れ る 。 右 板 部 ４ ０ ４ の 外 形 は 、 上 下 方

向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態

で 、 右 板 部 ４ ０ ４ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 右 板 部 ３ ４ に 対 向 す る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 右 部 は 、 右 透 過 部 ９ ４ （ 第 ２ 透 過 部 ） を 含 む 。 右 透 過 部 ９ ４ は 、 透 明

材 料 又 は 半 透 明 材 料 に 形 成 さ れ た 右 板 部 ４ ０ ４ を 含 む 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 右 板 部 ４ ０

４ の 全 部 が 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。 な お 、 右 板 部 ４ ０ ４ の 一 部 が 透 明

材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 下 板 部 ４ ０ ６ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 下 部 に 配 置 さ れ る 。 下 板 部 ４ ０ ６ の 外 形 は 、 左 右 方

向 に 長 い 長 方 形 状 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態

で 、 下 板 部 ４ ０ ６ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 下 板 部 ３ ６ に 対 向 す る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 下 部 は 、 下 透 過 部 ９ ６ を 含 む 。 下 透 過 部 ９ ６ は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明

材 料 に 形 成 さ れ た 下 板 部 ４ ０ ６ を 含 む 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 下 板 部 ４ ０ ６ の 全 部 が 透 明

材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。 な お 、 下 板 部 ４ ０ ６ の 一 部 が 透 明 材 料 又 は 半 透 明

材 料 に よ り 形 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 前 板 部 ４ ０ １ は 、 左 板 部 ４ ０ ３ の 前 端 部 、 右 板 部 ４ ０ ４ の 前 端 部 、 及 び 下 板 部 ４ ０ ６ の

前 端 部 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。 後 板 部 ４ ０ ２ は 、 左 板 部 ４ ０ ３ の 後 端 部 、 右 板 部 ４ ０ ４

の 後 端 部 、 及 び 下 板 部 ４ ０ ６ の 後 端 部 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。 前 板 部 ４ ０ １ と 後 板 部 ４

０ ２ と 左 板 部 ４ ０ ３ と 右 板 部 ４ ０ ４ と 下 板 部 ４ ０ ６ と は 、 一 体 で あ る 。 前 板 部 ４ ０ １ 、 後
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板 部 ４ ０ ２ 、 左 板 部 ４ ０ ３ 、 右 板 部 ４ ０ ４ 、 及 び 下 板 部 ４ ０ ６ の そ れ ぞ れ は 、 例 え ば 透 明

又 は 半 透 明 な プ ロ ピ レ ン 樹 脂 （ polypropylene　 resin） に よ り 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 収 納 開 口 ８ Ｂ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 上 部 に 設 け ら れ る 。 収 納 開 口 ８ Ｂ は 、 前 板 部 ４ ０ １

の 上 端 部 と 後 板 部 ４ ０ ２ の 上 端 部 と 左 板 部 ４ ０ ３ の 上 端 部 と 右 板 部 ４ ０ ４ の 上 端 部 と に よ

り 規 定 さ れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 収 納 開

口 ８ Ｂ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 上 板 部 ３ ５ に 対 向 す る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の

内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 上 板 部 ３ ５ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 収 納 開

口 ８ Ｂ を 覆 う 蓋 と し て 機 能 す る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 前 板 部 ４ ０ １ に ハ ン ド ル 凹 部 ２ ０ （ ハ ン ド ル ） が 設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル 凹 部 ２ ０ は 、 前

板 部 ４ ０ １ の 上 部 に １ つ 設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル 凹 部 ２ ０ は 、 前 板 部 ４ ０ １ の 上 部 に お い て

左 右 方 向 に 延 伸 す る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 ハ ン ド ル 凹 部 ２ ０ は

、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 前 部 に 配 置 さ れ る 、 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ の 使 用 者 は 、 ハ ン ド ル 凹

部 ２ ０ に 手 を 挿 入 し て 、 引 出 開 口 ５ を 介 し て 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 外 側 に 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ を 引

き 出 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス

２ Ｂ の 使 用 者 は 、 収 納 開 口 ８ Ｂ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 内 側 を 見 る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 前 部 は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ

れ た 前 板 部 ４ ０ １ （ 前 透 過 部 ９ １ ） を 含 む 。 し た が っ て 、 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ の 使 用

者 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 前 板 部 ４ ０ １ を

介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 内 側 を 見 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 左 部 は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ

れ た 左 板 部 ４ ０ ３ （ 左 透 過 部 ９ ３ ） を 含 む 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 右 部 は 、 透 明 材 料 又 は 半 透

明 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 右 板 部 ４ ０ ４ （ 右 透 過 部 ９ ４ ） を 含 む 。 ま た 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の

左 部 は 、 透 明 板 部 ３ ３ ２ （ 左 透 過 部 ６ １ ） を 含 む 。 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 右 部 は 、 透 明 板 部 ３

４ ２ （ 右 透 過 部 ６ ２ ） を 含 む 。 し た が っ て 、 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ

ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 透 明 板 部 ３ ３ ２ 及 び 左 板 部 ４

０ ３ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 内 側 を 見 る こ と が で き る 。 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ の 使 用

者 は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 透 明 板 部 ３ ４ ２

及 び 右 板 部 ４ ０ ４ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 内 側 を 見 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

＜ 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ＞

　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ５

に 示 す よ う に 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ と 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に

配 置 さ れ る 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ と を 備 え る 。 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ に

収 納 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 複 数 配 置 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 引

出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に ３ つ 配 置 さ れ る 。 ３ つ の 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 上

下 方 向 に 配 置 さ れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 第 １ の 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ １ Ｃ と 、 第 １ の 引 出 ケ

ー ス ４ ０ ０ １ Ｃ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ る 第 ２ の 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ ２ Ｃ と 、 第 ２ の 引 出 ケ ー

ス ４ ０ ０ ２ Ｃ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ る 第 ３ の 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ ３ Ｃ と を 含 む 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 な お 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ に は 、 ３ つ の 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の そ れ ぞ れ を 前 後 方 向 に ガ イ ド す る
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ガ イ ド 部 （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ る 。 ガ イ ド 部 に よ り 、 例 え ば 第 １ の 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ １ Ｃ

が 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 外 側 に 移 動 さ れ て も 、 第 ２ の 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ ２ Ｃ 及 び 第 ３ の 引 出 ケ

ー ス ４ ０ ０ ３ Ｃ の 落 下 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ に お い て 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ は 、 第 １ の ス ト

ッ パ 部 材 １ ０ ０ １ と 、 第 １ の ス ト ッ パ 部 材 １ ０ ０ １ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ る 第 ２ の ス ト ッ

パ 部 材 １ ０ ０ ２ と 、 第 ２ の ス ト ッ パ 部 材 １ ０ ０ ２ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ る 第 ３ の ス ト ッ パ

部 材 １ ０ ０ ３ と を 含 む 。 第 １ の ス ト ッ パ 部 材 １ ０ ０ １ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ

れ て い る 第 １ の 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ １ Ｃ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 外 側 に 移 動 す る こ と を 規 制 す る

。 第 ２ の ス ト ッ パ 部 材 １ ０ ０ ２ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 第 ２ の 引 出 ケ

ー ス ４ ０ ０ ２ Ｃ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 外 側 に 移 動 す る こ と を 規 制 す る 。 第 ３ の ス ト ッ パ 部 材

１ ０ ０ ３ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ ３ Ｃ が 支 持

ケ ー ス ３ Ｃ の 外 側 に 移 動 す る こ と を 規 制 す る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 ス ト ッ パ 部 材 １ ０ 以 外 の 構 成 要 素 に つ い て は 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 支 持 ケ ー ス ３

Ｃ は 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 支 持 ケ ー ス ３ Ａ 及 び 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ の 支 持 ケ ー

ス ３ Ｂ と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 支 持 ケ ー

ス ３ Ｃ の 前 部 に 設 け ら れ た 引 出 開 口 ５ を 介 し て 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 か ら 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ

の 外 側 に 移 動 可 能 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 前 部 に 設 け ら れ た 引 出 開

口 ５ を 介 し て 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 外 側 か ら 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 移 動 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 図 ６ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ 、 図 ５ 、 及 び 図 ６

に 示 す よ う に 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 収 納 部 ８ ０ と 、 蓋 部 ５ ０ と 、 透 過 部 ９ と を 有 す る 。 作

業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 収 納 部 ８ ０ に 収 納 さ れ る 。 収 納 部 ８ ０ の 上 部 に 収 納 開 口 ８ Ｃ

が 設 け ら れ る 。 透 過 部 ９ は 、 少 な く と も 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 前 部 に 設 け ら れ る 。 本 実 施 形 態

に お い て 、 透 過 部 ９ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 前 部 に 設 け ら れ る 前 透 過 部 ９ １ （ 第 １ 透 過 部 ）

と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 後 部 に 設 け ら れ る 後 透 過 部 ９ ２ と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 左 部 に 設 け ら

れ る 左 透 過 部 ９ ３ （ 第 ２ 透 過 部 ） と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 右 部 に 設 け ら れ る 右 透 過 部 ９ ４ （

第 ２ 透 過 部 ） と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 上 部 に 設 け ら れ る 上 透 過 部 ９ ５ と 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の

下 部 に 設 け ら れ る 下 透 過 部 ９ ６ と を 含 む 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 外 形 は 、 実 質 的 に 直 方 体 状 で あ る 。 収 納 部 ８ ０ 及 び 蓋 部 ５ ０ の そ れ ぞ

れ は 、 合 成 樹 脂 製 で あ る 。 蓋 部 ５ ０ は 、 ヒ ン ジ ２ １ を 介 し て 収 納 部 ８ ０ に 回 動 可 能 に 支 持

さ れ る 。 蓋 部 ５ ０ は 、 収 納 部 ８ ０ に 設 け ら れ た 収 納 開 口 ８ Ｃ を 閉 鎖 す る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 収 納 部 ８ ０ は 、 前 板 部 ８ １ と 、 後 板 部 ８ ２ と 、 左 板 部 ８ ３ と 、 右 板 部 ８ ４ と 、 下 板 部 ８

６ と を 有 す る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 前 板 部 ８ １ は 、 収 納 部 ８ ０ の 前 部 に 配 置 さ れ る 。 後 板 部 ８ ２ は 、 収 納 部 ８ ０ の 後 部 に 配

置 さ れ る 。 左 板 部 ８ ３ は 、 収 納 部 ８ ０ の 左 部 に 配 置 さ れ る 。 右 板 部 ８ ４ は 、 収 納 部 ８ ０ の

右 部 に 配 置 さ れ る 。 下 板 部 ８ ６ は 、 収 納 部 ８ ０ の 下 部 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 下 板 部 ８ ６ は 、 前 板 部 ８ １ の 下 端 部 、 後 板 部 ８ ２ の 下 端 部 、 左 板 部 ８ ３ の 下 端 部 、 及 び

右 板 部 ８ ４ の 下 端 部 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。 前 板 部 ８ １ と 後 板 部 ８ ２ と 左 板 部 ８ ３ と 右

板 部 ８ ４ と 下 板 部 ８ ６ と は 、 一 体 で あ る 。 前 板 部 ８ １ 、 後 板 部 ８ ２ 、 左 板 部 ８ ３ 、 右 板 部

８ ４ 、 及 び 下 板 部 ８ ６ の そ れ ぞ れ は 、 例 え ば 透 明 又 は 半 透 明 な プ ロ ピ レ ン 樹 脂 （ polyprop

ylene　 resin） に よ り 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ０ 】
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　 収 納 開 口 ８ Ｃ は 、 収 納 部 ８ ０ の 上 部 に 設 け ら れ る 。 収 納 開 口 ８ Ｃ は 、 前 板 部 ８ １ の 上 端

部 と 後 板 部 ８ ２ の 上 端 部 と 左 板 部 ８ ３ の 上 端 部 と 右 板 部 ８ ４ の 上 端 部 と に よ り 規 定 さ れ る

。

【 ０ １ ０ １ 】

　 蓋 部 ５ ０ は 、 前 板 部 ５ １ と 、 後 板 部 ５ ２ と 、 左 板 部 ５ ３ と 、 右 板 部 ５ ４ と 、 上 板 部 ５ ５

と を 有 す る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 前 板 部 ５ １ は 、 蓋 部 ５ ０ の 前 部 に 配 置 さ れ る 。 後 板 部 ５ ２ は 、 蓋 部 ５ ０ の 後 部 に 配 置 さ

れ る 。 左 板 部 ５ ３ は 、 蓋 部 ５ ０ の 左 部 に 配 置 さ れ る 。 右 板 部 ５ ４ は 、 蓋 部 ５ ０ の 右 部 に 配

置 さ れ る 。 上 板 部 ５ ５ は 、 蓋 部 ５ ０ の 下 部 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 上 板 部 ５ ５ は 、 前 板 部 ５ １ の 上 端 部 、 後 板 部 ５ ２ の 上 端 部 、 左 板 部 ５ ３ の 上 端 部 、 及 び

右 板 部 ５ ４ の 上 端 部 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。 前 板 部 ５ １ と 後 板 部 ５ ２ と 左 板 部 ５ ３ と 右

板 部 ５ ４ と 上 板 部 ５ ５ と は 、 一 体 で あ る 。 前 板 部 ５ １ 、 後 板 部 ５ ２ 、 左 板 部 ５ ３ 、 右 板 部

５ ４ 、 及 び 上 板 部 ５ ５ の そ れ ぞ れ は 、 例 え ば 透 明 又 は 半 透 明 な プ ロ ピ レ ン 樹 脂 （ polyprop

ylene　 resin） に よ り 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 前 部 は 、 前 板 部 ８ １ 及 び 前 板 部 ５ １ を 含 む 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ が 支 持 ケ

ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 前 板 部 ８ １ 及 び 前 板 部 ５ １ は 、 引 出 開 口 ５ に 配

置 さ れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 前 部 は 、 前 透 過 部 ９ １ （ 第 １ 透 過 部 ） を 含 む 。 前 透 過 部 ９ １

は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に 形 成 さ れ た 前 板 部 ８ １ 及 び 前 板 部 ５ １ を 含 む 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 後 部 は 、 後 板 部 ８ ２ 及 び 後 板 部 ５ ２ を 含 む 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ が 支 持 ケ

ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 後 板 部 ８ ２ 及 び 後 板 部 ５ ２ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ

の 後 板 部 ３ ２ に 対 向 す る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 後 部 は 、 後 透 過 部 ９ ２ を 含 む 。 後 透 過 部 ９ ２

は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に 形 成 さ れ た 後 板 部 ８ ２ 及 び 後 板 部 ５ ２ を 含 む 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 左 部 は 、 左 板 部 ８ ３ 及 び 左 板 部 ５ ３ を 含 む 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ が 支 持 ケ

ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 左 板 部 ８ ３ 及 び 左 板 部 ５ ３ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ

の 左 板 部 ３ ３ に 対 向 す る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 左 部 は 、 左 透 過 部 ９ ３ を 含 む 。 左 透 過 部 ９ ３

は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に 形 成 さ れ た 左 板 部 ８ ３ 及 び 左 板 部 ５ ３ を 含 む 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 右 部 は 、 右 板 部 ８ ４ 及 び 右 板 部 ５ ４ を 含 む 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ が 支 持 ケ

ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 右 板 部 ８ ４ 及 び 右 板 部 ５ ４ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ

の 右 板 部 ３ ４ に 対 向 す る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 左 部 は 、 右 透 過 部 ９ ４ を 含 む 。 右 透 過 部 ９ ４

は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に 形 成 さ れ た 右 板 部 ８ ４ 及 び 右 板 部 ５ ４ を 含 む 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 上 部 は 、 上 板 部 ５ ５ を 含 む 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 上 部 は 、 上 透 過 部 ９ ５

を 含 む 。 上 透 過 部 ９ ５ は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に 形 成 さ れ た 上 板 部 ５ ５ を 含 む 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 下 部 は 、 下 板 部 ８ ６ を 含 む 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 下 部 は 、 下 透 過 部 ９ ６

を 含 む 。 下 透 過 部 ９ ６ は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に 形 成 さ れ た 下 板 部 ８ ６ を 含 む 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 ヒ ン ジ ２ １ は 、 収 納 部 ８ ０ の 後 板 部 ８ ２ の 上 端 部 と 蓋 部 ５ ０ の 後 板 部 ５ ２ の 下 端 部 と を

連 結 す る 。 ヒ ン ジ ２ １ の 回 動 軸 は 、 左 右 方 向 に 延 伸 す る 。 蓋 部 ５ ０ は 、 収 納 部 ８ ０ の 収 納

開 口 ８ Ｃ が 閉 鎖 さ れ る 状 態 と 開 放 さ れ る 状 態 と に 変 化 す る よ う に 回 動 す る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 図 ６ に 示 す よ う に 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 外 側 に 配 置 さ れ 、 収 納 部 ８ ０ の

収 納 開 口 ８ Ｃ が 開 放 さ れ て い る 状 態 で 、 物 品 は 、 収 納 開 口 ８ Ｃ を 介 し て 収 納 部 ８ ０ の 内 側

に 収 納 さ れ る 。 収 納 部 ８ ０ の 内 側 に 収 納 さ れ て い る 物 品 は 、 収 納 開 口 ８ Ｃ を 介 し て 収 納 部
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８ ０ か ら 取 り 出 さ れ る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 ハ ン ド ル ２ ２ を 有 す る 。 ハ ン ド ル ２ ２ は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 前 部 に

設 け ら れ る 。 ハ ン ド ル ２ ２ は 、 収 納 部 ８ ０ の 前 板 部 ８ １ に 設 け ら れ る 収 納 ハ ン ド ル ２ ２ １

と 、 蓋 部 ５ ０ の 前 板 部 ５ １ に 設 け ら れ る 蓋 ハ ン ド ル ２ ２ ２ と を 含 む 。 収 納 部 ８ ０ の 収 納 開

口 ８ Ｃ が 蓋 部 ５ ０ で 閉 鎖 さ れ て い る 状 態 で 、 収 納 ハ ン ド ル ２ ２ １ と 蓋 ハ ン ド ル ２ ２ ２ と は

接 触 す る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 ハ ン ド ル ２ ２ は 、 支

持 ケ ー ス ３ Ｃ の 前 部 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 保 持 ラ ッ チ ２ ３ を 有 す る 。 保 持 ラ ッ チ ２ ３ は 、 収 納 部 ８ ０ の 収 納 開

口 ８ Ｃ が 蓋 部 ５ ０ で 閉 鎖 さ れ て い る 状 態 を 維 持 す る 。 す な わ ち 、 保 持 ラ ッ チ ２ ３ は 、 収 納

部 ８ ０ と 蓋 部 ５ ０ と を 固 定 す る 。 保 持 ラ ッ チ ２ ３ は 、 収 納 部 ８ ０ の 前 板 部 ８ １ に ２ つ 設 け

ら れ る 。 保 持 ラ ッ チ ２ ３ は 、 収 納 ハ ン ド ル ２ ２ １ の 左 側 及 び 右 側 の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ る

。

【 ０ １ １ ５ 】

　 保 持 ラ ッ チ ２ ３ は 、 収 納 部 ８ ０ の 前 板 部 ８ １ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ る 。 保 持 ラ ッ チ ２ ３

に よ り 収 納 部 ８ ０ と 蓋 部 ５ ０ と を 固 定 す る 場 合 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 使 用 者 は 、 保

持 ラ ッ チ ２ ３ に 設 け ら れ て い る 爪 部 を 蓋 部 ５ ０ の 前 板 部 ５ １ に 設 け ら れ て い る フ ッ ク ２ ４

に 掛 け る 。 保 持 ラ ッ チ ２ ３ に よ り 収 納 部 ８ ０ と 蓋 部 ５ ０ と の 固 定 を 解 除 す る 場 合 、 第 ３ 工

具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 使 用 者 は 、 保 持 ラ ッ チ ２ ３ の 爪 部 が フ ッ ク ２ ４ か ら 外 れ る よ う に 、 保

持 ラ ッ チ ２ ３ の 上 端 部 を 後 方 に 移 動 さ せ る 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ は 、 収 納 部 ８ ０ の 収 納 開 口 ８ Ｃ が 蓋 部 ５ ０ で 閉 鎖 さ れ て い る 状 態 で 、 支

持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ る 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て

い る 状 態 で 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 使 用 者 は 、 収 納 開 口 ８ Ｃ を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ

の 内 側 を 見 る こ と が で き な い 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 前 部 は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ

れ た 収 納 部 ８ ０ の 前 板 部 ８ １ （ 第 １ 透 過 部 ） 及 び 蓋 部 ５ ０ の 前 板 部 ５ １ （ 第 １ 透 過 部 ） を

含 む 。 し た が っ て 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ が 支 持 ケ ー ス ３

Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 収 納 部 ８ ０ の 前 板 部 ８ １ 及 び 蓋 部 ５ ０ の 前 板 部 ５ １ の

少 な く と も 一 方 を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 内 側 を 見 る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 左 部 は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ

れ た 収 納 部 ８ ０ の 左 板 部 ８ ３ （ 第 ２ 透 過 部 ） 及 び 蓋 部 ５ ０ の 左 板 部 ５ ３ （ 第 ２ 透 過 部 ） を

含 む 。 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 右 部 は 、 透 明 材 料 又 は 半 透 明 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 収 納 部 ８ ０ の

右 板 部 ８ ４ （ 第 ２ 透 過 部 ） 及 び 蓋 部 ５ ０ の 右 板 部 ５ ４ （ 第 ２ 透 過 部 ） を 含 む 。 ま た 、 支 持

ケ ー ス ３ Ｃ の 左 部 は 、 透 明 板 部 ３ ３ ２ （ 左 透 過 部 ６ １ ） を 含 み 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 右 部 は

、 透 明 板 部 ３ ４ ２ （ 右 透 過 部 ６ ２ ） を 含 む 。 し た が っ て 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 使 用

者 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 透 明 板 部 ３ ３ ２

と 収 納 部 ８ ０ の 左 板 部 ８ ３ 及 び 蓋 部 ５ ０ の 左 板 部 ５ ３ の 一 方 又 は 両 方 と を 介 し て 引 出 ケ ー

ス ４ Ｃ の 内 側 を 見 る こ と が で き る 。 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ

が 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 透 明 板 部 ３ ４ ２ と 収 納 部 ８ ０ の 右 板 部

８ ４ 及 び 蓋 部 ５ ０ の 右 板 部 ５ ４ の 一 方 又 は 両 方 と を 介 し て 引 出 ケ ー ス ４ Ｃ の 内 側 を 見 る こ

と が で き る 。

【 ０ １ １ ９ 】

＜ 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ＞

　 図 ７ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ７
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に 示 す よ う に 、 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ は 、 収 納 部 ８ ０ ０ と 、 蓋 部 ５ ０ ０ と 、 透 過 部 ９ と

を 有 す る 。 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 収 納 部 ８ ０ ０ に 収 納 さ れ る 。 収 納 部 ８ ０ ０ の 上

部 に 収 納 開 口 ８ Ｄ が 設 け ら れ る 。 透 過 部 ９ は 、 少 な く と も 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 前 部

に 設 け ら れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 透 過 部 ９ は 、 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 前 部 に 設 け

ら れ る 前 透 過 部 ９ １ 、 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 後 部 に 設 け ら れ る 後 透 過 部 ９ ２ 、 第 ４ 工

具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 左 部 に 設 け ら れ る 左 透 過 部 ９ ３ 、 及 び 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 右 部

に 設 け ら れ る 右 透 過 部 ９ ４ を 含 む 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 外 形 は 、 実 質 的 に 直 方 体 状 で あ る 。 収 納 部 ８ ０ ０ 及 び 蓋 部 ５

０ ０ の そ れ ぞ れ は 、 合 成 樹 脂 製 で あ る 。 蓋 部 ５ ０ ０ は 、 ヒ ン ジ ２ ５ を 介 し て 収 納 部 ８ ０ ０

に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ る 。 蓋 部 ５ ０ ０ は 、 収 納 部 ８ ０ ０ に 設 け ら れ た 収 納 開 口 ８ Ｄ を 閉 鎖

す る 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 収 納 部 ８ ０ ０ は 、 前 板 部 ８ ０ １ と 、 後 板 部 ８ ０ ２ と 、 左 板 部 ８ ０ ３ と 、 右 板 部 ８ ０ ４ と

、 下 板 部 ８ ０ ６ と を 有 す る 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 前 板 部 ８ ０ １ は 、 前 枠 部 ８ ０ １ １ と 、 透 明 板 部 ８ ０ １ ２ と を 有 す る 。 透 明 板 部 ８ ０ １ ２

は 、 前 枠 部 ８ ０ １ １ の 一 部 に 形 成 さ れ た 開 口 に 配 置 さ れ る 。 透 明 板 部 ８ ０ １ ２ は 、 前 透 過

部 ９ １ と し て 機 能 す る 。 透 明 板 部 ８ ０ １ ２ は 、 ２ つ 設 け ら れ る 。 ２ つ の 透 明 板 部 ８ ０ １ ２

は 、 左 右 方 向 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ３ 】

　 後 板 部 ８ ０ ２ は 、 後 枠 部 ８ ０ ２ １ と 、 透 明 板 部 ８ ０ ２ ２ と を 有 す る 。 透 明 板 部 ８ ０ ２ ２

は 、 後 枠 部 ８ ０ ２ １ の 一 部 に 形 成 さ れ た 開 口 に 配 置 さ れ る 。 透 明 板 部 ８ ０ ２ ２ は 、 後 透 過

部 ９ ２ と し て 機 能 す る 。 透 明 板 部 ８ ０ ２ ２ は 、 ２ つ 設 け ら れ る 。 ２ つ の 透 明 板 部 ８ ０ ２ ２

は 、 左 右 方 向 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 左 板 部 ８ ０ ３ は 、 左 枠 部 ８ ０ ３ １ と 、 透 明 板 部 ８ ０ ３ ２ と を 有 す る 。 透 明 板 部 ８ ０ ３ ２

は 、 左 枠 部 ８ ０ ３ １ の 一 部 に 形 成 さ れ た 開 口 に 配 置 さ れ る 。 透 明 板 部 ８ ０ ３ ２ は 、 左 透 過

部 ９ ３ と し て 機 能 す る 。 透 明 板 部 ８ ０ ３ ２ は 、 １ つ 設 け ら れ る 。

【 ０ １ ２ ５ 】

　 右 板 部 ８ ０ ４ は 、 右 枠 部 ８ ０ ４ １ と 、 透 明 板 部 ８ ０ ４ ２ と を 有 す る 。 透 明 板 部 ８ ０ ４ ２

は 、 右 枠 部 ８ ０ ４ １ の 一 部 に 形 成 さ れ た 開 口 に 配 置 さ れ る 。 透 明 板 部 ８ ０ ４ ２ は 、 右 透 過

部 ９ ４ と し て 機 能 す る 。 透 明 板 部 ８ ０ ４ ２ は 、 １ つ 設 け ら れ る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 下 板 部 ８ ０ ６ は 、 前 板 部 ８ ０ １ の 下 端 部 、 後 板 部 ８ ０ ２ の 下 端 部 、 左 板 部 ８ ０ ３ の 下 端

部 、 及 び 右 板 部 ８ ０ ４ の 下 端 部 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。 前 枠 部 ８ ０ １ １ と 後 枠 部 ８ ０ ２

１ と 左 枠 部 ８ ０ ３ １ と 右 枠 部 ８ ０ ４ １ と 下 板 部 ８ ０ ６ と は 、 一 体 で あ る 。 前 枠 部 ８ ０ １ １

、 後 枠 部 ８ ０ ２ １ 、 左 枠 部 ８ ０ ３ １ 、 右 枠 部 ８ ０ ４ １ 、 及 び 下 板 部 ８ ０ ６ の そ れ ぞ れ は 、

例 え ば プ ロ ピ レ ン 樹 脂 （ polypropylene　 resin） 又 は Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 （ acrylonitri le‐ butad

iene‐ styrene　 resin） に よ り 形 成 さ れ る 。 透 明 板 部 ８ ０ １ ２ 、 透 明 板 部 ８ ０ ２ ２ 、 透 明

板 部 ８ ０ ３ ２ 、 及 び 透 明 板 部 ８ ０ ４ ２ の そ れ ぞ れ は 、 例 え ば 透 明 又 は 半 透 明 な プ ロ ピ レ ン

樹 脂 （ polypropylene　 resin） に よ り 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 収 納 開 口 ８ Ｄ は 、 収 納 部 ８ ０ ０ の 上 部 に 設 け ら れ る 。 収 納 開 口 ８ Ｄ は 、 前 板 部 ８ ０ １ の

上 端 部 と 後 板 部 ８ ０ ２ の 上 端 部 と 左 板 部 ８ ０ ３ の 上 端 部 と 右 板 部 ８ ０ ４ の 上 端 部 と に よ り

規 定 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 ヒ ン ジ ２ ５ は 、 収 納 部 ８ ０ ０ の 後 板 部 ８ ０ ２ の 上 端 部 と 蓋 部 ５ ０ ０ の 後 端 部 と を 連 結 す

る 。 ヒ ン ジ ２ ５ の 回 動 軸 は 、 左 右 方 向 に 延 伸 す る 。 蓋 部 ５ ０ ０ は 、 収 納 部 ８ ０ ０ の 収 納 開

口 ８ Ｄ が 閉 鎖 さ れ る 状 態 と 開 放 さ れ る 状 態 と に 変 化 す る よ う に 回 動 す る 。
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【 ０ １ ２ ９ 】

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 収 納 部 ８ ０ ０ の 収 納 開 口 ８ Ｄ が 開 放 さ れ て い る 状 態 で 、 物 品 は 、 収

納 開 口 ８ Ｄ を 介 し て 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 内 側 に 収 納 さ れ る 。 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２

Ｄ の 内 側 に 収 納 さ れ て い る 物 品 は 、 収 納 開 口 ８ Ｃ を 介 し て 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ か ら 取

り 出 さ れ る 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ は 、 付 属 品 が 装 着 さ れ る 接 続 部 ７ を 有 す る 。 接 続 部 ７ は 、 第 ４

工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 少 な く と も 一 部 に 設 け ら れ た 孔 ７ ０ を 含 む 。 孔 ７ ０ は 、 左 枠 部 ８ ０

３ １ 及 び 右 枠 部 ８ ０ ４ １ の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ る 。 孔 ７ ０ は 、 左 枠 部 ８ ０ ３ １ の 前 部 に 設

け ら れ る 孔 ７ １ と 、 左 枠 部 ８ ０ ３ １ の 後 部 に 設 け ら れ る 孔 ７ ２ と 、 右 枠 部 ８ ０ ４ １ の 前 部

に 設 け ら れ る 孔 （ ７ ３ ） と 、 右 枠 部 ８ ０ ４ １ の 後 部 に 設 け ら れ る 孔 ７ ４ と を 含 む 。 な お 、

図 １ 及 び 図 ７ に お い て 、 孔 （ ７ ３ ） は 図 示 さ れ て い な い 。

【 ０ １ ３ １ 】

　 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ は 、 ハ ン ド ル ２ ６ を 有 す る 。 ハ ン ド ル ２ ６ は 、 蓋 部 ５ ０ ０ の 上

部 に 設 け ら れ る 。 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 使 用 者 は 、 ハ ン ド ル ２ ６ を 手 で 握 っ て 、 第 ４

工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ を 運 搬 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ は 、 保 持 ラ ッ チ ２ ７ を 有 す る 。 保 持 ラ ッ チ ２ ７ は 、 収 納 部 ８ ０

０ の 収 納 開 口 ８ Ｄ が 蓋 部 ５ ０ ０ で 閉 鎖 さ れ て い る 状 態 を 維 持 す る 。 す な わ ち 、 保 持 ラ ッ チ

２ ７ は 、 収 納 部 ８ ０ ０ と 蓋 部 ５ ０ ０ と を 固 定 す る 。 保 持 ラ ッ チ ２ ７ は 、 収 納 部 ８ ０ ０ の 前

板 部 ８ ０ １ に ２ つ 設 け ら れ る 。

【 ０ １ ３ ３ 】

　 保 持 ラ ッ チ ２ ７ は 、 収 納 部 ８ ０ ０ の 前 板 部 ８ ０ １ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ る 。 保 持 ラ ッ チ

２ ７ に よ り 収 納 部 ８ ０ ０ と 蓋 部 ５ ０ ０ と を 固 定 す る 場 合 、 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 使 用

者 は 、 保 持 ラ ッ チ ２ ７ に 設 け ら れ て い る 爪 部 を 蓋 部 ５ ０ ０ の 前 部 に 設 け ら れ て い る フ ッ ク

２ ８ に 掛 け る 。 保 持 ラ ッ チ ２ ７ に よ る 収 納 部 ８ ０ ０ と 蓋 部 ５ ０ ０ と の 固 定 を 解 除 す る 場 合

、 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 使 用 者 は 、 保 持 ラ ッ チ ２ ７ の 爪 部 が フ ッ ク ２ ８ か ら 外 れ る よ

う に 、 保 持 ラ ッ チ ２ ７ の 上 端 部 を 後 方 に 移 動 さ せ る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ は 、 透 明 板 部 ８ ０ １ ２ 、 透 明 板 部 ８ ０ ２

２ 、 透 明 板 部 ８ ０ ３ ２ 、 及 び 透 明 板 部 ８ ０ ４ ２ を 有 す る 。 し た が っ て 、 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー

ス ２ Ｄ の 使 用 者 は 、 収 納 部 ８ ０ ０ の 収 納 開 口 ８ Ｃ が 蓋 部 ５ ０ ０ で 閉 鎖 さ れ て い る 状 態 で 、

透 明 板 部 ８ ０ １ ２ 、 透 明 板 部 ８ ０ ２ ２ 、 透 明 板 部 ８ ０ ３ ２ 、 及 び 透 明 板 部 ８ ０ ４ ２ の 少 な

く と も 一 つ を 介 し て 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 内 側 を 見 る こ と が で き る 。

【 ０ １ ３ ５ 】

＜ 位 置 決 め 部 ＞

　 図 ８ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 上 面 及 び 第 ２ 工

具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ の 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 下 面 を 示 す 図 で あ る 。 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ （ 第 ２ 支 持 ケ

ー ス ） は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ （ 第 １ 支 持 ケ ー ス ） の 上 面 に 配 置 さ れ る 。 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 上

面 に 位 置 決 め 部 １ ０ １ （ 第 １ 位 置 決 め 部 ） が 設 け ら れ る 。 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 下 面 に 位 置 決

め 部 １ ０ ２ （ 第 ２ 位 置 決 め 部 ） が 設 け ら れ る 。 位 置 決 め 部 １ ０ １ と 位 置 決 め 部 １ ０ ２ と が

結 合 さ れ る こ と に よ り 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 上 面 と 平 行 な 方 向 に お い て 支 持 ケ ー ス ３ Ａ と 支

持 ケ ー ス ３ Ｂ と が 位 置 決 め さ れ る 。 す な わ ち 、 位 置 決 め 部 １ ０ １ と 位 置 決 め 部 １ ０ ２ と が

結 合 さ れ る こ と に よ り 、 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 の そ れ ぞ れ に お い て 支 持 ケ ー ス ３ Ａ と 支 持

ケ ー ス ３ Ｂ と が 位 置 決 め さ れ る 。

【 ０ １ ３ ６ 】

　 位 置 決 め 部 １ ０ １ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 上 面 に 設 け ら れ た 凹 部 を 含 む 。 位 置 決 め 部 １ ０

１ の 凹 部 は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 上 面 の 周 縁 部 に 沿 う よ う に 矩 形 環 状 に 形 成 さ れ る 。 位 置 決

め 部 １ ０ ２ は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 下 面 に 設 け ら れ た 凸 部 を 含 む 。 位 置 決 め 部 １ ０ ２ の 凸 部

は 、 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 下 面 の 周 縁 部 に 沿 う よ う に 矩 形 環 状 に 形 成 さ れ る 。 位 置 決 め 部 １ ０
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１ の 凸 部 が 位 置 決 め 部 １ ０ ２ の 凹 部 に 嵌 ま る こ と に よ り 、 支 持 ケ ー ス ３ Ａ と 支 持 ケ ー ス ３

Ｂ と が 位 置 決 め さ れ る 。

【 ０ １ ３ ７ 】

　 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ の 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 上 面 に 位 置 決 め 部 １ ０ １ が 設 け ら れ る 。 第

３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 下 面 に 位 置 決 め 部 １ ０ ２ が 設 け ら れ る 。 支 持 ケ

ー ス ３ Ｂ の 位 置 決 め 部 １ ０ １ と 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 位 置 決 め 部 １ ０ ２ と が 結 合 さ れ る こ と に

よ り 、 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 の そ れ ぞ れ に お い て 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ と 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ と が 位

置 決 め さ れ る 。

【 ０ １ ３ ８ 】

　 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 上 面 に 位 置 決 め 部 １ ０ １ が 設 け ら れ る 。 第

４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 下 面 に 位 置 決 め 部 １ ０ ２ が 設 け ら れ る 。 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ の 位 置 決

め 部 １ ０ １ と 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 位 置 決 め 部 １ ０ ２ と が 結 合 さ れ る こ と に よ り 、 前

後 方 向 及 び 左 右 方 向 の そ れ ぞ れ に お い て 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ と 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ と が 位

置 決 め さ れ る 。

【 ０ １ ３ ９ 】

　 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 下 面 に 位 置 決 め 部 １ ０ ２ が 設 け ら れ る 。 し

た が っ て 、 上 下 方 向 に お い て 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ と 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ と 第 ３ 工

具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ と を 入 れ 換 え て も 、 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ の 支 持 ケ ー ス ３ Ａ と 第 ２ 工

具 収 納 ケ ー ス ２ Ｂ の 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ と 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ と は 位 置

決 め さ れ る 。

【 ０ １ ４ ０ 】

＜ 運 搬 方 法 ＞

　 図 ９ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ の 運 搬 方 法 を 示 す 図 で あ る 。 図 ９ に 示 す

よ う に 、 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ の 使 用 者 は 、 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ を 運 搬 台 車 ３ ０ ０ に 搭 載 し

た 状 態 で 、 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ を 運 搬 す る こ と が で き る 。 運 搬 台 車 ３ ０ ０ は 、 工 具 収 納 ユ

ニ ッ ト １ を 支 持 す る 支 持 部 ３ ０ １ と 、 ハ ン ド ル ３ ０ ２ と 、 車 輪 ３ ０ ３ と を 有 す る 。 支 持 部

３ ０ １ は 、 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ の 下 部 を 支 持 す る 第 １ 支 持 部 ３ ０ １ Ａ と 、 工 具 収 納 ユ ニ ッ

ト １ の 後 部 を 支 持 す る 第 ２ 支 持 部 ３ ０ １ Ｂ と を 含 む 。 ハ ン ド ル ３ ０ ２ は 、 第 ２ 支 持 部 ３ ０

１ Ｂ の 上 部 に 配 置 さ れ る 。 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ の 使 用 者 は 、 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ を 運 搬 台

車 ３ ０ ０ に 搭 載 し た 状 態 で 、 ハ ン ド ル ３ ０ ２ の 少 な く と も 一 部 を 保 持 し て 運 搬 台 車 ３ ０ ０

を 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ を 運 搬 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ １ 】

　 図 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 運 搬 方 法 を 示 す 図 で あ る 。 第 ４

工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ は 、 付 属 品 ９ ０ ０ が 着 脱 さ れ る 接 続 部 ７ を 有 す る 。 上 述 の よ う に 、 接

続 部 ７ は 、 孔 ７ ０ を 含 む 。 付 属 品 ９ ０ ０ は 、 肩 掛 け ベ ル ト ９ ０ １ を 含 む 。 肩 掛 け ベ ル ト ９

０ １ は 、 孔 ７ ０ に 掛 け ら れ る フ ッ ク ９ １ ０ を 有 す る 。 肩 掛 け ベ ル ト ９ ０ １ の フ ッ ク ９ １ ０

が 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 孔 ７ ０ に 掛 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第

４ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｄ の 使 用 者 は 、 肩 掛 け ベ ル ト ９ ０ １ を 肩 に 掛 け て 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス

２ Ｄ を 運 搬 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ ２ 】

　 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ に も 、 付 属 品 ９ ０ ０ が 着 脱 さ れ る 接 続 部 ７ と

し て 機 能 す る 孔 ７ ０ が 設 け ら れ る 。 肩 掛 け ベ ル ト ９ ０ １ の フ ッ ク ９ １ ０ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｃ

の 孔 ７ ０ に 掛 け ら れ る こ と に よ り 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ の 使 用 者 は 、 肩 掛 け ベ ル ト ９

０ １ を 肩 に 掛 け て 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ｃ を 運 搬 す る こ と が で き る 。 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス

２ Ｂ 及 び 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ Ａ に つ い て も 同 様 で あ る 。

【 ０ １ ４ ３ 】

＜ 収 容 部 材 ＞

　 図 １ １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 収 容 部 材 ９ ０ ２ が 装 着 さ れ た 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト １ を 示 す 斜

視 図 で あ る 。 収 容 部 材 ９ ０ ２ は 、 接 続 部 ７ に 着 脱 さ れ る 付 属 品 ９ ０ ０ で あ る 。 収 容 部 材 ９

０ ２ は 、 ポ ケ ッ ト ９ ０ ３ を 有 す る 。 収 容 部 材 ９ ０ ２ は 、 孔 ７ ０ に 掛 け ら れ る フ ッ ク を 有 す
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る 。 作 業 現 場 で 使 用 さ れ る 物 品 は 、 収 容 部 材 ９ ０ ２ に 収 容 さ れ て も よ い 。

【 ０ １ ４ ４ 】

＜ 効 果 ＞

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 前 部 に

前 透 過 部 ９ １ （ 第 １ 透 過 部 ） が 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 工 具 収 納 ケ ー ス ２ の 使 用 者 は 、

引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） が 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 内 側 に 配 置 さ れ て

い る 状 態 で 、 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 前 透 過 部 ９ １ を 介 し て 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ

， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 内 側 を 見 る こ と が で き る 。 工 具 収 納 ケ ー ス ２ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ ー ス （

４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） が 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、

引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 前 透 過 部 ９ １ を 介 し て 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ

） の 内 側 に 収 納 さ れ て い る 物 品 を 確 認 す る こ と が で き る 。 工 具 収 納 ケ ー ス ２ の 使 用 者 は 、

引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） を 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） か ら 引 き 出 す 前 に 、

工 具 収 納 ケ ー ス ２ の 前 方 に 位 置 付 け ら れ た 状 態 で 、 前 透 過 部 ９ １ を 介 し て 引 出 ケ ー ス （ ４

Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 内 側 に 収 納 さ れ て い る 物 品 を 確 認 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 工

具 収 納 ケ ー ス ２ の 使 用 者 は 、 工 具 収 納 ケ ー ス ２ か ら 物 品 を 円 滑 に 取 り 出 す こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ ５ 】

　 図 １ 、 図 ９ 、 及 び 図 １ ０ に 示 し た よ う に 、 複 数 の 工 具 収 納 ケ ー ス ２ が 積 層 さ れ て い る 状

態 に お い て も 、 工 具 収 納 ケ ー ス ２ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） が 支 持 ケ

ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４

Ｃ ） の 内 側 を 簡 単 に 確 認 す る こ と が で き る 。 工 具 収 納 ケ ー ス ２ の 使 用 者 は 、 取 り 出 し た い

物 品 が ど こ に あ る の か を 素 早 く 確 認 す る こ と が で き る の で 、 工 具 収 納 ケ ー ス ２ か ら 物 品 を

円 滑 に 取 り 出 す こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ ６ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 左 部 に 左 透 過 部 ９ ３ （ 第 ２ 透

過 部 ） が 設 け ら れ 、 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 右 部 に 右 透 過 部 ９ ４ （ 第 ２ 透 過 部

） が 設 け ら れ る 。 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 左 部 に 左 透 過 部 ６ １ （ 側 部 透 過 部 ）

が 設 け ら れ 、 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 右 部 に 右 透 過 部 ６ ２ （ 側 部 透 過 部 ） が 設

け ら れ る 。 し た が っ て 、 工 具 収 納 ケ ー ス ２ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ）

が 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 左 透 過 部 ６ １ 及 び 左

透 過 部 ９ ３ を 介 し て 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 内 側 を 確 認 す る こ と が で き る 。 ま

た 、 工 具 収 納 ケ ー ス ２ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） が 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ

， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 右 透 過 部 ６ ２ 及 び 右 透 過 部 ９ ４ を 介 し て

引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 内 側 を 確 認 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 工 具 収 納

ケ ー ス ２ の 使 用 者 は 、 工 具 収 納 ケ ー ス ２ か ら 物 品 を 円 滑 に 取 り 出 す こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ ７ 】

　 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 上 面 に 位 置 決 め 部 １ ０ １ （ 第 １ 位 置 決 め 部 ） が 設 け

ら れ る 。 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 上 面 に 配 置 さ れ る 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ，

３ Ｃ ） の 下 面 に 位 置 決 め 部 １ ０ ２ （ 第 ２ 位 置 決 め 部 ） が 設 け ら れ る 。 位 置 決 め 部 １ ０ １ と

位 置 決 め 部 １ ０ ２ と が 結 合 さ れ る こ と に よ り 、 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 に お い て 一 対 の 支 持

ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） が 位 置 決 め さ れ る 。 複 数 の 工 具 収 納 ケ ー ス ２ が 上 下 方 向 に 積

層 さ れ た と き 、 工 具 収 納 ケ ー ス ２ が 位 置 ず れ す る こ と が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ １ ４ ８ 】

　 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） に ス ト ッ パ 部 材 １ ０ が 設 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 例 え

ば 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） が 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 内 側 に 配 置 さ れ

て い る 状 態 で 工 具 収 納 ケ ー ス ２ が 運 搬 さ れ る と き 、 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） が 支

持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 内 側 か ら 飛 び 出 し て し ま う こ と が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ １ ４ ９ 】

［ 第 ２ 実 施 形 態 ］

　 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 上 述 の 実 施 形 態 と 同 一 又 は 同 等

の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 簡 略 又 は 省 略 す る 。
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【 ０ １ ５ ０ 】

　 図 １ ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ ０ ０ Ｃ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 本 実 施

形 態 に お い て 、 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｃ に 透 過 部 が 設 け ら れ な い 。 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｃ は 、 引

出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ を 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｃ の 内 側 か ら 外 側 に ガ イ ド す る ガ イ ド 部 １ １ ０ を 有

す る 。 ガ イ ド 部 １ １ ０ は 、 左 板 部 ３ ３ の 右 面 及 び 右 板 部 ３ ４ の 左 面 の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ

る 。 左 板 部 ３ ３ の 右 面 は 、 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｃ の 内 側 空 間 に 面 す る 。 右 板 部 ３ ４ の 左 面 は

、 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｃ の 内 側 空 間 に 面 す る 。

【 ０ １ ５ １ 】

　 図 １ ３ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る ガ イ ド 部 １ １ ０ を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 図 １ ３ は 、 左 板

部 ３ ３ の 右 面 に 設 け ら れ て い る ガ イ ド 部 １ １ ０ を 示 す 。

【 ０ １ ５ ２ 】

　 ガ イ ド 部 １ １ ０ は 、 引 出 開 口 ５ か ら 後 方 に 延 伸 す る ス ト レ ー ト 部 １ １ １ と 、 ス ト レ ー ト

部 １ １ １ の 後 部 に 接 続 さ れ る 凹 部 １ １ ２ と を 含 む 。 凹 部 １ １ ２ は 、 下 方 に 窪 む 。 引 出 ケ ー

ス ４ ０ ０ Ｃ の 左 面 に は 、 ガ イ ド 部 １ １ ０ に ガ イ ド さ れ る ス ラ イ ド 部 １ ２ ０ が 設 け ら れ る 。

ス ラ イ ド 部 １ ２ ０ は 、 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ の 前 部 か ら 後 方 に 延 伸 す る ス ト レ ー ト 部 １ ２ １

と 、 ス ト レ ー ト 部 １ ２ １ の 後 部 に 接 続 さ れ る 凸 部 １ ２ ２ と を 含 む 。 凸 部 １ ２ ２ は 、 下 方 に

突 出 す る 。

【 ０ １ ５ ３ 】

　 右 板 部 ３ ４ の 左 面 に 設 け ら れ て い る ガ イ ド 部 １ １ ０ は 、 左 板 部 ３ ３ の 右 面 に 設 け ら れ て

い る ガ イ ド 部 １ １ ０ と 同 様 で あ る 。 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ の 右 面 に も 、 ス ラ イ ド 部 １ ２ ０ が

設 け ら れ る 。

【 ０ １ ５ ４ 】

　 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ が 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 で 、 凸 部 １ ２ ２

が 凹 部 １ １ ２ の 内 側 に 配 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ が 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０

Ｃ の 外 側 に 移 動 し て し ま う こ と が 抑 制 さ れ る 。 凹 部 １ １ ２ を 有 す る ガ イ ド 部 １ １ ０ は 、 支

持 ケ ー ス ３ Ｃ の 内 側 に お い て 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ の 少 な く と も 一 部 に 対 向 す る 位 置 に 配 置

さ れ る ス ト ッ パ 部 材 と し て 機 能 す る 。 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ を 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｃ の 外 側 に

移 動 さ せ る 場 合 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ ０ ０ Ｃ の 使 用 者 は 、 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ の 後 部 が

持 ち 上 が る よ う に 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ を 操 作 す る 。 す な わ ち 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ ０ ０

Ｃ の 使 用 者 は 、 凸 部 １ ２ ２ が 凹 部 １ １ ２ か ら 外 れ る よ う に 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ の 後 部 を 持

ち 上 げ る 。 凸 部 １ ２ ２ が 凹 部 １ １ ２ か ら 外 れ た 後 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ ０ ０ Ｃ の 使 用 者

は 、 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｃ の 外 側 に 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ が 移 動 す る よ う に 、 引 出 ケ ー ス ４ ０

０ Ｃ を 引 っ 張 る 。 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ が 移 動 す る と き 、 ス ラ イ ド 部 １ ２ ０ が ガ イ ド 部 １ １

０ に ガ イ ド さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ ０ ０ Ｃ の 使 用 者 は 、 支 持 ケ ー ス ３

０ ０ Ｃ の 外 側 に 引 出 ケ ー ス ４ ０ ０ Ｃ を 円 滑 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ １ ５ ５ 】

　 な お 、 凹 部 １ １ ２ を 有 す る ガ イ ド 部 １ １ ０ は 、 上 述 の 第 １ 実 施 形 態 で 説 明 し た 支 持 ケ ー

ス ３ Ａ 及 び 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ て も よ い 。 支 持 ケ ー ス ３ Ａ の 内 側

に 凹 部 １ １ ２ を 有 す る ガ イ ド 部 １ １ ０ が 設 け ら れ る 場 合 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ の 側 部 に 凸 部 １

２ ２ を 有 す る ス ラ イ ド 部 １ ２ ０ が 設 け ら れ る こ と に よ り 、 引 出 ケ ー ス ４ Ａ が 支 持 ケ ー ス ３

Ａ の 外 側 に 移 動 す る こ と が 規 制 さ れ る 。 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 内 側 に 凹 部 １ １ ２ を 有 す る ガ イ

ド 部 １ １ ０ が 設 け ら れ る 場 合 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ の 側 部 に 凸 部 １ ２ ２ を 有 す る ス ラ イ ド 部 １

２ ０ が 設 け ら れ る こ と に よ り 、 引 出 ケ ー ス ４ Ｂ が 支 持 ケ ー ス ３ Ｂ の 外 側 に 移 動 す る こ と が

規 制 さ れ る 。

【 ０ １ ５ ６ 】

　 な お 、 凹 部 １ １ ２ は ガ イ ド 部 １ １ ０ に 設 け ら れ な く て も よ い 。 凸 部 １ ２ ２ は ス ラ イ ド 部

１ ２ ０ に 設 け ら れ な く て も よ い 。 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 移 動 を 規 制 す る ス ト

ッ パ 部 材 が ガ イ ド 部 １ １ ０ と は 別 に 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 内 側 に 設 け ら れ て

も よ い 。 ま た 、 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 内 側 に ガ イ ド 部 １ １ ０ が 設 け ら れ ず 、

ス ト ッ パ 部 材 が 設 け ら れ て も よ い 。 ス ト ッ パ 部 材 は 、 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の

10

20

30

40

50



(22) JP  2022-89613  A   2022.6.16

左 板 部 ３ ３ の 右 面 、 右 板 部 ３ ４ の 左 面 、 上 板 部 ３ ５ の 下 面 、 及 び 下 板 部 ３ ６ の 上 面 の 少 な

く と も 一 部 に 設 け ら れ て も よ い 。 ス ト ッ パ 部 材 は 、 左 板 部 ３ ３ の 右 面 、 右 板 部 ３ ４ の 左 面

、 上 板 部 ３ ５ の 下 面 、 及 び 下 板 部 ３ ６ の 上 面 の 少 な く と も 一 部 に 設 け ら れ る 凸 部 で も よ い

し 凹 部 で も よ い 。 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） に は 、 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ

） に 設 け ら れ た ス ト ッ パ 部 材 に 掛 か る 係 合 部 が 設 け ら れ て い れ ば よ い 。 ス ト ッ パ 部 材 に 掛

か る 係 合 部 は 、 引 出 ケ ー ス （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ ） の 左 板 部 、 右 板 部 、 上 板 部 、 及 び 下 板 部

の 少 な く と も 一 部 に 設 け ら れ て も よ い 。

【 ０ １ ５ ７ 】

［ 第 ３ 実 施 形 態 ］

　 第 ３ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 上 述 の 実 施 形 態 と 同 一 又 は 同 等

の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 簡 略 又 は 省 略 す る 。

【 ０ １ ５ ８ 】

　 図 １ ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ ０ ０ Ａ の 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ａ と 第 ２

工 具 収 納 ケ ー ス ２ ０ ０ Ｂ の 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｂ と の 境 界 を 拡 大 し た 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ５

は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス ２ ０ ０ Ａ の 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ａ と 第 ２ 工 具 収 納

ケ ー ス ２ ０ ０ Ｂ の 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｂ と の 境 界 を 拡 大 し た 断 面 図 で あ る 。

【 ０ １ ５ ９ 】

　 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 固 定 部 材 １ ３ ０ に よ り 、 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ａ と 支 持 ケ

ー ス ３ ０ ０ Ｂ と が 固 定 さ れ る 。 固 定 部 材 １ ３ ０ は 、 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ａ （ 第 １ 支 持 ケ ー ス

） の 上 部 の 周 縁 部 と 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｂ （ 第 ２ 支 持 ケ ー ス ） の 下 部 の 周 縁 部 と を 固 定 す る

。 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ａ の 上 部 に 突 出 部 ３ １ １ が 設 け ら れ る 。 突 出 部 ３ １ １ は 、 支 持 ケ ー ス

３ ０ ０ Ａ の 前 面 の 上 部 か ら 前 方 に 突 出 す る 。 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｂ の 下 部 に 突 出 部 ３ １ ２ が

設 け ら れ る 。 突 出 部 ３ １ ２ は 、 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｂ の 前 面 の 下 部 か ら 前 方 に 突 出 す る 。 固

定 部 材 １ ３ ０ は 、 突 出 部 ３ １ １ と 突 出 部 ３ １ ２ と を 挟 む ク ラ ン プ 部 材 を 含 む 。 固 定 部 材 １

３ ０ は 、 突 出 部 ３ １ １ の 下 面 に 接 触 す る 第 １ 接 触 部 １ ３ １ と 、 突 出 部 ３ １ ２ の 上 面 に 接 触

す る 第 ２ 接 触 部 １ ３ ２ と 、 第 １ 接 触 部 １ ３ １ と 第 ２ 接 触 部 １ ３ ２ と を 繋 ぐ 接 続 部 １ ３ ３ と

を 有 す る 。 固 定 部 材 １ ３ ０ は 、 弾 性 変 形 す る こ と が で き る 。 第 １ 接 触 部 １ ３ １ が 突 出 部 ３

１ １ の 下 面 に 対 向 し 第 ２ 接 触 部 １ ３ ２ が 突 出 部 ３ １ ２ の 上 面 に 対 向 す る よ う に 固 定 部 材 １

３ ０ が 弾 性 変 形 さ れ た 後 、 固 定 部 材 １ ３ ０ の 弾 性 変 形 が 解 除 さ れ る こ と に よ り 、 突 出 部 ３

１ １ と 突 出 部 ３ １ ２ と は 、 固 定 部 材 １ ３ ０ に よ り 挟 ま れ る 。

【 ０ １ ６ ０ 】

　 な お 、 突 出 部 ３ １ １ は 、 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ａ の 上 部 の 周 縁 部 に 複 数 設 け ら れ て も よ い 。

突 出 部 ３ １ ２ は 、 支 持 ケ ー ス ３ ０ ０ Ｂ の 下 部 の 周 縁 部 に 複 数 設 け ら れ て も よ い 。 複 数 の 突

出 部 ３ １ １ 及 び 複 数 の 突 出 部 ３ １ ２ の そ れ ぞ れ が 固 定 部 材 １ ３ ０ に よ り 固 定 さ れ て も よ い

。

【 ０ １ ６ １ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 上 下 方 向 に 隣 り 合 う 一 対 の 工 具 収 納 ケ ー ス ２ が 固 定 部 材 １ ３ ０ で

固 定 さ れ て も よ い 。 複 数 の 工 具 収 納 ケ ー ス ２ が 固 定 部 材 １ ３ ０ で 固 定 さ れ る こ と に よ り 、

工 具 収 納 ケ ー ス ２ の 使 用 者 は 、 複 数 の 工 具 収 納 ケ ー ス ２ を 上 下 方 向 に 積 層 し た 状 態 で 運 搬

す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ６ ２ 】

［ そ の 他 の 実 施 形 態 ］

　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 、 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 左 透 過 部 ６ １ は 、 透 明 板

部 ３ ３ ２ で あ る こ と と し た 。 左 透 過 部 ６ １ は 、 支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） に 形 成 さ

れ た 開 口 部 で も よ い 。 同 様 に 、 右 透 過 部 ６ ２ は 、 開 口 部 で も よ い 。

【 ０ １ ６ ３ 】

　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 、 接 続 部 ７ は 、 孔 ７ ０ を 含 む こ と と し た 。 接 続 部 ７ は 、 工 具 収

納 ケ ー ス ２ の 外 面 か ら 突 出 す る 凸 部 で も よ い し 、 フ ッ ク で も よ い し 、 面 フ ァ ス ナ で も よ い

。

【 ０ １ ６ ４ 】
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　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 、 位 置 決 め 部 １ ０ １ （ 第 １ 位 置 決 め 部 ） の 凹 部 が 矩 形 環 状 で あ

り 、 位 置 決 め 部 １ ０ ２ （ 第 ２ 位 置 決 め 部 ） の 凸 部 が 矩 形 環 状 で あ る こ と と し た 。 凹 部 は 、

支 持 ケ ー ス （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 上 面 に 複 数 設 け ら れ て も よ い 。 凸 部 は 、 支 持 ケ ー ス （

３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ） の 下 面 に 複 数 設 け ら れ て も よ い 。 ま た 、 位 置 決 め 部 １ ０ １ （ 第 １ 位 置

決 め 部 ） が 凸 部 で あ り 、 位 置 決 め 部 １ ０ ２ （ 第 ２ 位 置 決 め 部 ） が 凹 部 で も よ い 。 ま た 、 位

置 決 め 部 １ ０ １ 及 び 位 置 決 め 部 １ ０ ２ は 、 第 １ の 支 持 ケ ー ス と 第 ２ の 支 持 ケ ー ス と を 位 置

決 め で き れ ば よ く 、 凹 部 と 凸 部 と の 組 み 合 わ せ に 限 定 さ れ な い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ６ ５ 】

　 １ … 工 具 収 納 ユ ニ ッ ト 、 ２ … 工 具 収 納 ケ ー ス 、 ２ Ａ … 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス 、 ２ Ｂ … 第 ２

工 具 収 納 ケ ー ス 、 ２ Ｃ … 第 ３ 工 具 収 納 ケ ー ス 、 ２ Ｄ … 第 ４ 工 具 収 納 ケ ー ス 、 ３ Ａ … 支 持 ケ

ー ス 、 ３ Ｂ … 支 持 ケ ー ス 、 ３ Ｃ … 支 持 ケ ー ス 、 ４ Ａ … 引 出 ケ ー ス 、 ４ Ｂ … 引 出 ケ ー ス 、 ４

Ｃ … 引 出 ケ ー ス 、 ５ … 引 出 開 口 、 ６ … 透 過 部 （ 側 部 透 過 部 ） 、 ７ … 接 続 部 、 ８ Ａ … 収 納 開

口 、 ８ Ｂ … 収 納 開 口 、 ８ Ｃ … 収 納 開 口 、 ８ Ｄ … 収 納 開 口 、 ９ … 透 過 部 、 １ ０ … ス ト ッ パ 部

材 、 １ ０ Ｌ … 左 ス ト ッ パ 部 材 、 １ ０ Ｒ … 右 ス ト ッ パ 部 材 、 １ １ … 開 口 部 、 １ ２ … 開 口 部 、

１ ３ … 開 口 部 、 １ ４ … 開 口 部 、 １ ５ … ハ ン ド ル 開 口 、 １ ６ … ハ ン ド ル 開 口 、 １ ７ … ハ ン ド

ル 開 口 、 １ ８ … ハ ン ド ル 開 口 、 １ ９ … ハ ン ド ル 、 １ ９ Ｌ … 左 ハ ン ド ル 、 １ ９ Ｒ … 右 ハ ン ド

ル 、 ２ ０ … ハ ン ド ル 凹 部 、 ２ １ … ヒ ン ジ 、 ２ ２ … ハ ン ド ル 、 ２ ３ … 保 持 ラ ッ チ 、 ２ ４ … フ

ッ ク 、 ２ ５ … ヒ ン ジ 、 ２ ６ … ハ ン ド ル 、 ２ ７ … 保 持 ラ ッ チ 、 ２ ８ … フ ッ ク 、 ３ １ … 前 枠 部

、 ３ ２ … 後 板 部 、 ３ ３ … 左 板 部 、 ３ ４ … 右 板 部 、 ３ ５ … 上 板 部 、 ３ ６ … 下 板 部 、 ４ １ … 前

板 部 、 ４ １ Ｃ … 中 央 領 域 、 ４ １ Ｌ … 左 領 域 、 ４ １ Ｒ … 右 領 域 、 ４ ２ … 後 板 部 、 ４ ２ Ｃ … 中

央 領 域 、 ４ ２ Ｌ … 左 領 域 、 ４ ２ Ｒ … 右 領 域 、 ４ ３ … 左 板 部 、 ４ ４ … 右 板 部 、 ４ ６ … 下 板 部

、 ５ ０ … 蓋 部 、 ５ １ … 前 板 部 、 ５ ２ … 後 板 部 、 ５ ３ … 左 板 部 、 ５ ４ … 右 板 部 、 ５ ５ … 上 板

部 、 ６ １ … 左 透 過 部 、 ６ ２ … 右 透 過 部 、 ７ ０ … 孔 、 ７ １ … 孔 、 ７ ２ … 孔 、 ７ ３ … 孔 、 ７ ４

… 孔 、 ８ ０ … 収 納 部 、 ８ １ … 前 板 部 、 ８ ２ … 後 板 部 、 ８ ３ … 左 板 部 、 ８ ４ … 右 板 部 、 ８ ６

… 下 板 部 、 ９ １ … 前 透 過 部 （ 第 １ 透 過 部 ） 、 ９ ２ … 後 透 過 部 、 ９ ３ … 左 透 過 部 （ 第 ２ 透 過

部 ） 、 ９ ４ … 右 透 過 部 （ 第 ２ 透 過 部 ） 、 ９ ５ … 上 透 過 部 、 ９ ６ … 下 透 過 部 、 １ ０ １ … 位 置

決 め 部 （ 第 １ 位 置 決 め 部 ） 、 １ ０ ２ … 位 置 決 め 部 （ 第 ２ 位 置 決 め 部 ） 、 １ １ ０ … ガ イ ド 部

、 １ １ １ … ス ト レ ー ト 部 、 １ １ ２ … 凹 部 、 １ ２ ０ … ス ラ イ ド 部 、 １ ２ １ … ス ト レ ー ト 部 、

１ ２ ２ … 凸 部 、 １ ３ ０ … 固 定 部 材 、 １ ３ １ … 第 １ 接 触 部 、 １ ３ ２ … 第 ２ 接 触 部 、 １ ３ ３ …

接 続 部 、 ２ ０ ０ Ａ … 第 １ 工 具 収 納 ケ ー ス 、 ２ ０ ０ Ｂ … 第 ２ 工 具 収 納 ケ ー ス 、 ２ ０ ０ Ｃ … 第

３ 工 具 収 納 ケ ー ス 、 ２ ２ １ … 収 納 ハ ン ド ル 、 ２ ２ ２ … 蓋 ハ ン ド ル 、 ３ ０ ０ … 運 搬 台 車 、 ３

０ ０ Ａ … 支 持 ケ ー ス 、 ３ ０ ０ Ｂ … 支 持 ケ ー ス 、 ３ ０ ０ Ｃ … 支 持 ケ ー ス 、 ３ ０ １ … 支 持 部 、

３ ０ １ Ａ … 第 １ 支 持 部 、 ３ ０ １ Ｂ … 第 ２ 支 持 部 、 ３ ０ ２ … ハ ン ド ル 、 ３ ０ ３ … 車 輪 、 ３ １

１ … 突 出 部 、 ３ １ ２ … 突 出 部 、 ３ ３ １ … 左 枠 部 、 ３ ３ ２ … 透 明 板 部 、 ３ ４ １ … 右 枠 部 、 ３

４ ２ … 透 明 板 部 、 ４ ０ ０ Ｃ … 引 出 ケ ー ス 、 ４ ０ １ … 前 板 部 、 ４ ０ ２ … 後 板 部 、 ４ ０ ３ … 左

板 部 、 ４ ０ ４ … 右 板 部 、 ４ ０ ６ … 下 板 部 、 ５ ０ ０ … 蓋 部 、 ８ ０ ０ … 収 納 部 、 ８ ０ １ … 前 板

部 、 ８ ０ ２ … 後 板 部 、 ８ ０ ３ … 左 板 部 、 ８ ０ ４ … 右 板 部 、 ８ ０ ６ … 下 板 部 、 ９ ０ ０ … 付 属

品 、 ９ ０ １ … 肩 掛 け ベ ル ト 、 ９ ０ ２ … 収 容 部 材 、 ９ ０ ３ … ポ ケ ッ ト 、 ９ １ ０ … フ ッ ク 、 １

０ ０ １ … 第 １ の ス ト ッ パ 部 材 、 １ ０ ０ ２ … 第 ２ の ス ト ッ パ 部 材 、 １ ０ ０ ３ … 第 ３ の ス ト ッ

パ 部 材 、 ４ ０ ０ １ Ｃ … 第 １ の 引 出 ケ ー ス 、 ４ ０ ０ ２ Ｃ … 第 ２ の 引 出 ケ ー ス 、 ４ ０ ０ ３ Ｃ …

第 ３ の 引 出 ケ ー ス 、 ８ ０ １ １ … 前 枠 部 、 ８ ０ １ ２ … 透 明 板 部 、 ８ ０ ２ １ … 後 枠 部 、 ８ ０ ２

２ … 透 明 板 部 、 ８ ０ ３ １ … 左 枠 部 、 ８ ０ ３ ２ … 透 明 板 部 、 ８ ０ ４ １ … 右 枠 部 、 ８ ０ ４ ２ …

透 明 板 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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